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戦
国
期
摂
河
泉
に
お
け
る
本
願
寺
の
地
域
編
成
に
つ
い
て

は
じ
め
に

一
五
世
紀
後
半
の
蓮
如
登
場
以
降
、
本
願
寺
教
団
は
各
地
で
武
家
勢
力
と
衝
突

（
一
向
一
授
）
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
勢
力
を
大
き
く
拡
大
さ
せ
た
。
天
正
人
（
一

五
人
O
）
年
に
は
信
長
に
屈
し
た
本
願
寺
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
戦
同
期
に
お
け
る
教

団
の
歴
史
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
な
か
で
、

一
九
七

0
年
代
後
半
以
降
大
き
な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
の

が
教
団
構
造
を
対
象
と
し
た
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
代
の
社
会
の
あ
り
か
た

を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
本
願
寺
の
宗
教
性
と
教
団
組
織
を
そ
れ
と
関
連
づ
け
て

解
釈
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
端
婚
と
な
っ
た
の
が
金
龍
静
氏
の
一
連

の
研
究
で
あ
児
、
早
島
有
毅
氏
の
論
む
が
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
教
団
の
結
集
輸
を

宗
祖
親
鷲
と
そ
の
継
承
者
で
あ
る
歴
代
宗
主
と
み
な
し
、
そ
こ
へ
の
結
集
形
態
が

具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
草
野
顕
之
氏
も
加
わ
っ
て
こ
の
視
角

は
深
化
し
、
教
団
の
組
織
・
体
制
を
解
明
す
る
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
お
。

そ
の
一
方
で
近
年
、
本
願
寺
・
一
向
一
授
の
評
価
に
つ
い
て
は
地
域
社
会
形
成

大

津

研

を
考
え
る
立
場
か
ら
批
判
的
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
小
谷
利
明
氏
は
大
坂
本

願
寺
が
経
済
特
権
を
各
地
に
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
大
坂
並
体
制
」
の

評
価
に
か
か
わ
っ
て
、
本
願
寺
と
そ
れ
に
つ
ら
な
る
寺
院
・
門
徒
集
団
は
地
域
社
会

の
構
成
者
の
一
員
と
し
て
守
護
支
配
の
枠
組
み
の
な
か
で
理
解
す
べ
き
存
在
と
指

摘
し
お
。
こ
の
視
角
は
従
来
P

民
体
制
勢
力
4

と
評
価
さ
れ
て
き
た
本
願
寺
・
一
向

Q
d
 

一
撲
を
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
で
再
評
価
し
よ
う
と
し
た
点
で
重
要
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
再
検
討
を
お
こ
な
う
と
す
る
場
合
で
も
、
教
団

構
造
自
体
の
解
明
作
業
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
小
谷
氏
は
永
正

三
（
一
五
O
六
）
年
の
河
内
錯
乱
を
手
が
か
り
に
、
そ
の
前
提
と
し
て
河
内
固
と
摂
津

国
が
「
一
体
的
」
で
あ
っ
た
と
し
、
さ
ら
に
こ
の
一
件
で
中
心
的
存
在
だ
っ
た
大
坂

御
坊
主
の
実
賢
が
堺
御
坊
主
を
兼
ね
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
和
泉
地
域
の
寺
院
・

坊
主
・
門
徒
が
関
わ
っ
て
い
な
い
点
を
不
審
と
し
た
。
し
か
し
後
述
の
よ
う
に
、

管
見
に
よ
れ
ば
堺
御
坊
に
よ
る
和
泉
地
域
全
般
の
統
轄
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。

地
域
の
な
か
の
寺
院
・
坊
主
・
門
徒
は
地
域
社
会
の
論
理
と
教
団
の
論
理
の
狭
間

に
あ
っ
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
両
者
を
視
野
に
入
れ
た
議
論
を
し
て
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い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
充

分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
摂
河
泉
地
域
に
お
け
る
本
願
寺
教
団

の
編
成
の
あ
り
か
た
の
全
体
像
に
つ
い
て
の
把
揖
を
試
み
た
い
。
同
地
域
は
本
願

寺
を
含
む
真
宗
勢
力
が
布
教
面
で
重
視
し
た
と
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
と
ど
ま
ら
ず
、
寺
内
町
が
他
地
域
に
比
し
て
多
く
展
開
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
特
に
職
困
期
に
お
い
て
本
願
寺
は
政
治
・
経
済
・
社
会
面
で
こ
の
地

に
大
き
な
関
わ
り
を
も
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
地
域
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
、

本
願
寺
が
当
該
期
の
社
会
と
ど
う
構
造
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
か
を
考
え
る
事

例
研
究
に
な
り
う
る
と
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
本
稿
の
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
際
の
分
析
軸
と
し
て
は
、
先
行
研

究
で
一
不
さ
れ
た
次
の
三
つ
の
結
集
形
態
の
分
析
が
有
効
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
最
初
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

A 

本
末
的
結
集

住
持
の
師
弟
関
係
（
教
義
の
授
受
）
を
軸
に
し
て
形
成
さ
れ
る
関
係
で
、
実
際

に
は
教
囲
内
に
お
け
る
本
寺
・

（
中
本
寺
）

・
末
寺
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

で
あ
ら
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
本
尊
や
聖
教
類
の
下
付
、
被
下
付
の
関
係
で

確
立
す
る
（
手
次
関
係
）
。
本
願
寺
第
八
代
の
蓮
如
期
に
発
生
し
た
長
享
二
（
一

四
八
人
）
年
の
長
享
一
摸
時
の
際
の
軍
事
動
員
は
こ
の
関
係
を
軸
に
お
こ
な
わ

れ
た
。

B 

直
参
的
結
集

親
鷺
と
歴
代
宗
主
（
像
）
に
ま
み
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
面
授
）
の
関
係
。
実

際
に
は
親
鷺
・
歴
代
宗
主
の
年
忌
法
要
の
費
用
負
担
、
お
よ
び
本
願
寺
警
護

（
香
衆
）
を
担
う
。
時
期
的
に
は
蓮
如
期
か
ら
形
成
さ
れ
は
じ
め
る
（
教
団
の

求
心
的
構
造
を
志
向
）
。
宗
主
と
の
個
別
的
関
係
で
形
成
さ
れ
る
も
の
で
、
必

ず
し
も
永
続
的
で
は
な
く
代
替
わ
り
に
よ
る
褒
化
も
み
ら
れ
る
。

c 
与
力
的
結
集

地
域
の
核
で
あ
る
一
門
・
一
族
寺
院
、
御
坊
へ
の
結
集
。
郡
・
固
と
い
っ
た

地
域
単
位
で
門
徒
・
寺
院
の
組
織
化
を
志
向
し
た
も
の
。
永
正
末
期
の
新
坊

建
立
禁
止
令
に
よ
り
一
門
寺
院
の
新
設
が
不
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
後

は
宗
主
兼
帯
の
御
坊
設
置
が
進
み
、
御
坊
へ
の
結
集
が
主
流
と
な
る
。

こ
う
し
た
結
集
・
編
成
は
摂
河
泉
地
域
で
は
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
そ
の
特
質
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
結
集

形
態
ご
と
に
具
体
的
に
検
討
し
、
岡
地
域
に
お
け
る
本
願
寺
の
地
域
編
成
の

-20一

全
体
像
の
把
握
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
い
。

本
末
関
係
に
よ
る
結
集

最
初
は
本
末
関
係
に
よ
る
結
集
で
あ
る
。
本
末
関
係
に
は
時
代
に
よ
る
変
動
が

あ
り
、
か
つ
本
願
寺
教
団
の
場
合
、
第
八
代
蓮
如
期
に
教
団
史
全
体
の
な
か
で
の

大
き
な
画
期
が
あ
っ
た
の
で
、
と
こ
で
は
そ
れ
以
前
と
以
後
の
大
き
く
ふ
た
つ
の

時
期
に
わ
け
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

（1
）
第
七
代
存
如
期
二
四
五
七
年
没
）
ま
で

。
摂
津
国

存
如
に
至
る
ま
で
の
時
期
の
摂
樟
固
に
お
け
る
初
期
真
宗
の
本
末
関
係
に
か
か



わ
っ
て
は
日
野
照
正
氏
の
研
究
が
あ
前
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
南
北
朝
期
以
降
、
こ
の

地
で
は
本
願
寺
と
別
派
で
あ
る
仏
光
寺
了
源

（
一
二
九
五
；
二
一
三
六
）
に
近
い
存
在

だ
っ
た
存
覚
（
本
願
寺
第
三
代
覚
如
の
子
）
の
活
動
が
際
立
つ
。
た
と
え
ば
、
溝
杭

（現
茨
木
市
）
へ
は
建
武
三
（
二
一
一三
六
）
年
、
覚
如
の
訪
問
が
み
ら
れ
た
も
の
の

【
存
覚
一
期
記
】
、
そ
の
後
存
覚
は
貞
治
二
（
一
三
六
三
）
年
に
溝
杭
明
教
の
本
事
に

外
題
を
書
き
、
影
響
力
を
示
し
て
い
る
【
存
覚
袖
日
記
】
。
ま
た
存
覚
は
貞
和
一
一
（
一

三
四
六
）
年
、
磯
島
（
現
在
で
は
淀
川
流
路
変
更
に
よ
り
河
内
国
側
の
枚
方
市
）
で
報
恩

講
を
修
し
た
ほ
か
【
存
覚
一
期
記
】
、
同
五
（
一
ゴ
一
四
九
）
年
に
は
舶
淵
（
大
阪
市
都

島
区
）
で
本
尊
に
由
縁
を
記
し
【
存
覚
袖
日
記
】
、
さ
ら
に
豊
島
（
詳
細
不
明
）
で
は

文
和
三
（
二
一
一
五
回
）
年
に
克
明
本
尊
に
札
銘
を
書
く
【
存
覚
柚
日
記
】
な
ど
、
活
発

な
活
動
を
展
開
し
た
。

日
野
氏
に
よ
れ
ば
、
仏
光
寺
系
寺
院
の
展
開
や
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
存
覚
の
活

摂河泉における晩国期本願寺の地域編成について〔大津〕

動
地
域
は
淀
川
の
本
流
と
そ
の
支
流
沿
い
に
色
提
く
み
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
う
し

た
仏
光
寺
系
優
勢
の
状
況
は
そ
の
後
も
継
続
し
た
が
、
存
如
期
に
な
る
と
新
た
に

本
願
寺
系
の
寺
院
も
開
創
し
は
じ
め
る
。

。
河
内
固

淀
川
の
南
側
に
位
置
し
、
南
北
に
長
い
河
内
国
で
は
状
況
が
一
様
で
な
か
っ
た

がと
優推
勢測
だき
て） ..,, 

たBる
そが、
l三北
1二部
特~
に i可
淀内
JJI I 
に中
近塑
い 5
~t ・-河払
叶，－つ

~ ＂~ 
雲寺
岡早
様く
存よ
覚り
の仏
活光

平案

影
響
力
の
大
き
き
が
う
か
が
わ
れ
る
。
観
応
元
（
一
三
五
O
）
年
に
は
大
枝
（
守
口

市
）
の
妙
覚
が
京
都
に
存
覚
を
訪
問
し
た
ほ
か
【
存
覚
一
期
記
】
、
延
文
元
（
一
三
五

六
）
年
に
は
存
覚
が
北
河
内
（
詳
細
不
明
）
の
絵
像
に
銘
を
書
い
て
い
る
【
存
覚
袖
日

記】

。
な
お
、
の
ち
に
本
願
寺
教
団
の
な
か
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
中
河
内
の
光

徳
寺

（柏
原
市
）
は
当
初
天
台
系
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
四
世
乗
円
の
母
は
次
の
よ
う

に
仏
光
寺
了
源
の
妹
栄
揮
尼
と
伝
え
て
お
り
、
中
河
内
で
も
仏
光
寺
系
の
影
響
が

小
さ
く
な
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

【
史
料
1
】
松
谷
伝
承
記
（
光
徳
寺
蔵
）

元
和
七
（
一
六
一
一
二
年

次
乗
栄
の
（
中
略
）
次
男
、
康
永
元
年
の
冬
落
髪
せ
し
め
顕
佑
と
号
す
、
当
寺

第
四
世
乗
円
法
師
こ
れ
な
り
、
母
ハ
空
性
房
了
源
妹
栄
揮
尼
な
り
、

さ
ら
に
は
、
河
内
固
と
摂
津
国
の
境
界
に
位
置
し
た
平
野
で
も
仏
光
寺
の
進
出

が
み
ら
れ
、
平
野
か
ら
ほ
ど
近
い
竹
測
に
も
仏
先
寺
系
の
先
穂
連
座
像
が
伝
来
す

る
な
ど
し
て
い
る
【
光
正
寺
蔵
】
。

一
方
の
本
願
寺
系
で
あ
る
が
、
中
河
内
の
慈
願
寺
（
入
尾
市
）
は
応
永
一
四
（
一

-21-

四
0 
七

年
の

河
内
国
渋
Jll 
郡
久
宝
寺
道
場

と
記
す
奥
書
を
持
つ

拾
遺
古
徳

伝
」
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
か
ら
寺
歴
が
巧
如
期
に
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
は
確
実
で

あ
る
。
続
く
存
如
期
に
な
る
と
、
享
徳
三
一
（
一
四
五
回
）
年
に
蔵
作
（
大
阪
市
平
野

区

で
は

河
内
国
新
聞
道
光
門
徒
同
国

葬
の
免
物
裏
書

西
本

軍
蔵

が

ま
た
康
正
三
（
一
四
五
七
）
年
に
は
亀
井
（
入
尾
市
の
西
端
）
に
あ
る
「
慈
願
寺
門

徒
」
あ
て
の
方
便
法
身
尊
像
（
裏
書
）
が
存
如
か
ら
下
付
さ
れ
て
お
り
【
本
法
寺
蔵
】
、

本
顕
寺
系
本
末
関
係
の
拡
大
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
河
内
固
で
は
特
に
北
部
で
仏
光
寺
系
の
優
勢
が
伝
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
摂
津
田
の
動
向
と
棋
を
一
に
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
そ
う
し
た
な
か
で

本
願
寺
が
勢
力
を
拡
大
さ
せ
る
の
は
お
よ
そ
存
如
期
以
降
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

。
和
泉
国
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和
泉
固
で
も
仏
光
寺
系
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
確
実
な
と
こ
ろ
で
は
、
詳
し
い
所
在

地
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
存
覚
が
貞
和
五
（
二
三
四
九
）
年
、
和
泉
光
明
本
を
見
て
そ

の
座
配
を
写
し
て
い
る
【
存
覚
袖
日
記
】
。
摂
津
と
の
境
界
、
堺
の
覚
応
寺
の
所
伝
で

は
、
正
慶
元
（
一
一
一
一
一
一
一
一
一
）
年
に
正
慶
が
了
源
に
真
宗
の
肝
要
を
学
ん
だ
と
い
う
。

天
保
五
（
一
八
三
四
）
年

【
史
料
2
】
覚
応
上
人
絵
調
伝

正
直
元
壬
申
の
年
の
秋
覚
応
の
御
房
ハ
上
洛
し
給
ひ
て
（
中
略
）
、
同
し
き
二

年
（
中
園
町
）
、
同
し
き
と
し
の
冬
十
一
月
さ
き
に
詞
し
た
り
し
空
性
の
御
房
の

草
庵
山
科
に
あ
口
り
と
聞
た
ま
ひ
て
い
そ
き
来
り
給
ひ
ぬ
、
ま
た
か
の
興
正

寺
仏
光
寺
七
世
了
源
上
入
の
御
前
に
ま
う
て
、
法
流
相
続
の
た
め
真
宗
の
肝

要
た
る
易
行
の
大
道
を
学
論
し
、
や
や
久
し
く
時
を
移
し
絵
ひ
け
り
、

泉
南
地
域
で
は
真
光
寺
（
困
尻
町
）
が
注
目
さ
れ
る
。
同
寺
は
初
代
和
田
源
秀
が

一
三
四
二
年
、
本
願
寺
覚
如
に
帰
依
し
た
と
伝
え
る
が
、
明
応
五
（
一
四
九
六
）
年

宮
守
）

に
実
如
が
下
し
た
方
便
法
身
草
像
裏
書
に
「
輿
正
寺
門
徒
嘉
口
寺
村
真
光
寺
」

打

越
真
光
寺
蔵
】
と
あ
る
の
で
、
実
際
に
は
当
初
仏
光
寺
派
に
属
し
て
い
た
と
み
る
べ

き
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
和
泉
固
で
も
当
初
は
仏
光
寺
の
勢
力
が
強
く
及
ん
で
い
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（2
）
第
八
代
蓮
如
期
（
一
四
九
九
年
没
）

i
第
九
代
実
却
期
（
一
五
二
五
年
没
）

蓮
如
期
に
本
願
寺
が
飛
躍
的
に
勢
力
を
拡
大
さ
せ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
摂
河
泉
全
体
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
が
、
本
末
関
係
に
か
か
わ
っ

て
当
該
期
で
注
目
さ
れ
る
の
は
仏
光
寺
派
寺
院
の
参
入
で
あ
る
。

文
明
二
三
（
一
四
八
二
年
頃
、
仏
光
寺
桂
豪
が
有
力
六
坊
を
率
い
て
本
願
寺
に

合
流
し
、
奥
正
寺
と
号
し
た
。
六
坊
に
ど
れ
ほ
ど
の
寺
院
が
従
っ
た
の
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
か
ら
実
如
期
頃
に
か
け
て
「
輿
正
寺
末
」

「
奥
正
寺
門
徒
」

を
称
す
る
寺
院
や
集
団
は
こ
の
時
に
転
派
し
た
可
能
性
が
高
い
。

奥
正
派
寺
院
・
門
徒
は
本
尊
が
本
願
寺
か
ら
下
付
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
本

願
寺
の
本
末
関
係
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
興
正
寺
は
天
文
四
（
一

五
三
五
）
年
に
は
一
家
衆
と
な
っ
て
お
り
、
本
願
寺
の
主
要
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
っ

た
が
、
一
方
で
興
正
派
内
部
で
の
手
次
閣
係
は
そ
れ
ま
で
の
も
の
を
継
承
し
て
お

り
、
本
願
寺
の
陪
臣
と
い
う
位
置
づ
け
で
独
自
の
地
位
を
保
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

摂
河
泉
で
は
堺
の
阿
弥
陀
寺
が
経
豪
に
従
っ
た
ほ
か
、
仏
光
寺
系
の
勢
力
が
強

か
っ
た
淀
川
流
域
で
は
蓮
如
が
寛
正
四
（
一
四
六
三
）
年
、
早
く
に
仏
光
寺
系
連
座
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像
に
裏
書
を
ほ
ど
こ
し
て
お
り
【
高
福
寺
蔵
】
、
さ
ら
に
は
前
進
の
よ
う
に
和
泉
固

で
真
光
寺
が
明
応
五
（
一
四
九
六
）
年
に
「
興
正
寺
門
徒
」
を
称
し
て
い
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
広
く
摂
河
泉
で
本
願
寺
へ
の
参
入
が
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

ま
た
実
如
の
代
、
延
徳
元
（
一
四
八
九
）
年
以
降
に
な
る
と
、
全
国
的
に
本
尊
・
各

種
御
影
・
名
号
の
大
量
下
付
が
確
認
さ
れ
て
い
総
。
こ
れ
は
本
末
関
係
を
軸
に
し

た
寺
院
・
道
場
・
門
徒
の
増
大
を
一
示
す
も
の
で
、
摂
河
泉
も
そ
の
倒
に
漏
れ
な
い
。

（

3
）
小
括

本
末
関
係
に
つ
い
て
は
、
蓮
如
以
前
の
状
況
と
し
て
は
摂
樟
・
北
河
内
（
淀
川
流

域
）
、
そ
し
て
和
泉
で
は
仏
光
寺
系
の
勢
力
が
強
か
っ
た
。
ほ
ほ
全
域
を
覆
う
状
況

だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
が
仏
光
寺
経
豪
の
参
入
が
大
き
な
契
機
と
な
っ
て
本



表1 報恩講頭人一覧表（『増補改訂本願寺史l第一巻所収表に追記）
種別｜ 延徳元年【1綿9:ll翻姻】 ｜ 天文句年（1543；恒如期1 ｜ 天文12年（1543；笹如姻】 ｜ 天正17年【1589；顕翻姻】
斎｜裕恵・梅田寺・嘗願寺（近江北窓劇｜北部三ク寺 ｜福岡寺 ｜江州相田寺22日ト同－・・I悶………………………十問問問問問問問問問問一問問内問問問問問｜ 同4
非時T1恒乗（湖西・湖南衆｝ ｜光応寺·•証寺・超勝寺 ｜］東坊（天文m年以降典正寺門末）｜西光寺

2日ト賓｜本時四一回目白自由一・－1－・塘六神主長四日目白自｜師寺田一一一回目白自..J...四日目白一四日目回
目非時｜梯顕（三番定専坊）ノ衆 ｜大抵自聴衆 ｜：定専坊
斎｜遺顕（堺） ｜；堺ノ三坊主 .J.l信光寺24日ト目I-・・.-・・-・・ -----・・・-. -.同局ー十一回目回目白山田 . - .同局－.ーー｜
非時｜仏照寺 ｜御坊 ｜仏照寺（天文1畔以降）
お目ト引照明一首一一一…＿＿) .•• ~：！~主孝一一…一一一｜開計』E晩…
’非時｜吉野衆 ｜ミナミノ普誠寺 ｜静岡坊

初日ト！相押印日目同町一日回目一回一｜越眼…回目一回…町一｜削錦町司町一一
上非時l美濃園尾張周 ｜美濠・尾張 ｜北稔名寺

Z78I忠｜…一一凶一一一一山凶一一一｜！歯磨貴一一凶一一一一山凶一｜塑府
与時｜ ｜石畠（近江石畠弘誓寺） ｜弘誓守

企叫輔隅｛院宗酬鰍J問叫叫｛『真家抑制蹄）州協議室理留品主11~
大学倶敏文4闘脱所紀要』第18'昏｝

期あ
げ

詰モ
期こ
れ
証に
如つ
期い
にて
分は
け

Z語

摂河泉における晩国期本願寺の地域編成について〔大津〕

日

曹教寺

仏照寺
真宗寺
真宗寺
越前衆

真宗寺
惑願寺

量量次書原寺
企幽典：『胃覚寺宵毘l

願
寺
の
勢
力
が
拡
大
し
、
さ
ら
に
実

如
期
に
は
本
願
寺
の
積
極
的
な
免
物

の
下
付
に
よ
り
杢
木
編
成
が
園
ら
れ
、

そ
の
結
果
、
本
願
寺
派
の
寺
院

・
門

徒
が
増
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

二
直
参
関
係
に
よ
る
結
集

次
に
直
参
的
結
集
に
つ
い
て
取
り

の
状
況
を
概
観
す
る
。

（

1
）
蓮
如
期
こ
四
九
九
年
波
）

蓮
如
の
弟
子
空
善
に
よ
る
「
第
入

祖
御
物
語
空
善
聞
香
」
に
よ
り
、
延

徳
元
（
一
四
八
九
）
年
の
報
思
講
時

るB の
（｝斎
表頭

参会
~確
。翠

彼る......、．
はと
のが
ちで
のき

直
参
身
分
の
前
提
と
な
る
蓮
如
の
直

弟
た
ち
で
あ
組
。
本
史
料
を
手
が
か

り
に
蓮
如
の
直
弟
関
係
に
あ
っ
た
人
々

を
み
て
み
よ
う
。

。
摂
津
国

摂
津
で
は
「
浄
顕
ノ
衆
」
が
み
ら
れ
る
。
浄
顕
は
コ
一
番
定
専
坊
の
歴
代
で
、
そ

れ
に
連
な
る
門
徒
集
団
が
「
務
顕
ノ
衆
」
で
あ
る
。
定
専
坊
自
身
は
「
摂
浄
圏
西

成
郡
中
嶋
草
苅
国
分
寺
庄
」

【
定
専
坊
蔵
一
実
如
絵
像
裏
書
】

（
現
在
は
大
阪
市
淀
川
区

豊
里
の
商
を
流
れ
る
淀
川
の
河
床
）
に
所
在
し
た
。
そ
の
「
衆
」
と
は
定
専
坊
の
手
次

寺
院
・
門
徒
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
一
六
世
紀
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
史

料
に
よ
れ
ば
、
北
河
内
西
部
（
「
定
専
坊
下
十
七
ケ
所
池
田
顕
通
後
口
L

）

記
一
天
文
七
・
二
・
九
】
や
、
島
上
郡
を
の
ぞ
く
北
摂
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
推

【
天
文
日

測
さ
れ
よ
う
（
表
2
）。

ま
た
、
仏
照
寺
の
名
も
登
場
す
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
構
杭
の
寺
院
で
あ
り
、

こ
の
段
階
で
蓮
如
に
し
た
が
っ
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
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摂
樟
の
南
端
で
は
堺
北
庄
に
樫
木
屋
遭
場
（
の
ち
真
宗
寺
）
の
遣
顕
が
い
た
。
彼
は

文
明
二
（
一
四
七
O
）
年
に
蓮
如
か
ら
親
鷺
絵
伝
【
真
宗
寺
蔵
】
を
下
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
摂
河
泉
に
お
け
る
親
鷺
絵
伝
の
早
い
時
期
の
遺
倒
と
し
て
在
日
さ
れ
る
。

。
河
内
国

河
内
で
は
出
口
の
本
遇
寺
が
登
場
す
る
。
同
寺
は
蓮
如
の
側
近
で
、
蓮
如
が
育

崎
退
去
後
に
出
口
へ
入
っ
た
の
は
本
遇
寺
を
頼
つ
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ

（沼）

て
い
る
。
な
お
摂
浄
福
島
（
大
阪
市
福
島
区
）
に
は
そ
の
門
徒
が
存
在
し
、
長
享
三

（
一
四
人
九
）
年
に
は
蓮
如
か
ら
「
本
過
寺
門
徒
摂
州
西
成
郡
中
嶋
内
栢
嶋
」

の
裏

書
を
も
っ
方
便
法
身
尊
像
【
本
週
寺
蔵
】
が
下
付
さ
れ
て
い
る
。

出
口
対
馬
の
名
も
あ
り
、
出
口
住
の
人
物
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

。
和
泉
国



院寺宗真の圃吹世近辺陣所巻第史肺
宗
主
と
直
弟
関
係
と
結
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ

つ
吹

a

m
u
u
る
門
徒
集
団
が
あ
っ
た
。
『
天
文
日
記
』
に
よ
れ

胡
弘
明
勘
ば
、
小
山
衆
（
藤
井
寺
市
）
は
四
月
二
十
四
日
の
第

志
究
内
『

道
車
刷
股
間
五
代
悼
如
（
一
三
九
ゴ
一
年
没
）
の
祥
月
命
日
の
頭
人

資
史

4
劇

立
域
何
U
R
K
F

興
地
究
射
を
一
貫
し
て
務
め
て
い
た
（
表
3
）
。
こ
う
し
た

年
げ
研
た

一
明
利
融
悼
頭
人
を
担
当
す
る
集
団
・
寺
院
は
そ
の
宗
主
と

五

4
岨
・
司

控
訴
一
周
直
接
的
な
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

3
拘

畑

地

車

持
働
相
お
り
、
ま
た
小
山
衆
の
中
心
的
寺
院
だ
っ
た
妙

留
余
地
情
瓦

縦
一
沼
町
楽
寺
は
綿
如
に
従
っ
て
真
宗
寺
院
化
を
遂
げ
た

修
市
問
細

R
H
d

摘
掛
刷
聞
と
伝
え
て
い
ぶ
。
同
様
に
南
河
内
の
丹
下
衆
（
松

門
川
爾
尉

郎
年
闘

留
一
二
M
H

之
広
十
伝

仏
国
治
判

木
帽
惜
別
問

1
．4
E
1
 

典出

研究論文

所在地｛旧村名） 所在地（現在地） 寺号・門徒 開創 中興 本，II:・彫像・寺号 出典

西成事 三屋庄 大阪市淀川区三樟屋 大恩寺 （木）慶長16.1.14 1 

三屋 大阪市淀川区三樟屋 大恩寺門徒 3 

三屋 大阪市淀川区三樟屋 業専寺門徒 3 

三屋 大阪市淀川区三樟屋 寿光寺門徒 3 

堀村 大震市淀川区十ニ本町 堀村門徒 3 

加島 大医市淀川区加島 定秀寺門ff 3 

野星 大阪市西淀川区野星 成覚寺門徒 3 

大和困 大阪市西淀川区大和困 安養寺門徒 3 

大和田 大阪市西淀川区大和田 善念寺門徒 3 

佃 大阪市西淀川区佃 商法寺門徒 3 

佃 大阪市西淀川区佃 明正寺 （髭）寛永20.3.15、万治＇2.12.2 2 

佃 大阪市西淀川区佃 明正寺門徒 3 

伝法 大阪市此花区伝法 安濃寺門徒 3 

東成s上毛馬 大阪市都島区毛馬 帯宗寺門徒 3 

大阪市都島区毛馬 中鎖骨門徒 3 

調辺型車 尼崎大物 常念寺 伝永禄年中 （木）寛永7、（影｝寛文：4.6.23 ヨ、4

尼崎大物 常念寺手次同所門徒 3 

尼崎大物 西教寺 伝明応4.12 （方）享禄4.11晶、（木）慶長7 4、5

尼崎 酉設寺手次尼崎門徒 3 

尼崎B正面辻 正光寺 伝文禄年中 4-.5 

E光寺門徒 3 

立花村三反田 西要寺 （方）：事揖4、（木・寺）寛文初 4 

酉要寺門徒 3 

立,/E材三反田 百敬寺通寺 伝永禄年中 4 

立花村三反岡 百歳寺手次三民困門徒 3 

立花村七松 弘奮寺 （方）寧禄4.lU泊、（木）玄永2 4 

七松村門徒 3 

大西村門徒 3 

栗山村門徒 3 

掃御園庄生嶋村 百数寺 （影）寛文：4.10.15、4.lo.15 3 

掲御園庄生嶋村 願主玄口 （影）.安＇4.12.28 3 
有馬郡 有馬門徒 3 
河内国 太間 寝屋川市太閤 西正寺門徒 3 
荻田郡 十番 守口市八雲北・胃・中 専設寺門徒 3 

人番 守口市八雲北・西・中 E迎寺門徒 3 

焼野村 大阪市鶴見区焼野 焼野村門徒 3 
河内務 今米村 東大阪市今米 今米村門徒 3 

若紅型E加納村 東大阪市加納 加納村門徒 3 

丹甫君E 堺市北野岡 河内北野田門徒 3 

野図村 堺市野回 野田村 3 

丈六 堺市丈六・大美野 浄教寺門徒 3 

和
泉
圏
在
住
の
弟
子
は
本
史
料
に
は
見
受
け

ら
れ
な
い
。

以
上
を
み
る
と
、
寺
号
を
称
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
が
、
個
人
名
も
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で

は
蓮
如
随
従
の
弟
子
と
い
う
立
場
の
個
人
的
つ

な
が
り
で
頭
人
が
構
成
さ
れ
て
い
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
蓮
如
期
以
前
で
も
河
内
で
は
歴
代

-24-

原
市
i
羽
曳
野
市
）
も
一

O
月
一
四
日
の
第
六
代

巧
如
（
一
囚
四
O
年
没
）
の
祥
月
命
日
で
頭
人
を
務

め
て
い
た
（
表
3
）
。
巧
如
に
か
か
わ
っ
て
は
前

述
の
慈
願
寺
も
山
科
本
願
寺
時
代
か
ら
忌
日
の



摂河泉における晩国期本願寺の地域編成について〔大津〕

定専坊手次寺院・門徒一覧

所副｛旧楢） 所在地（現在地） 寺号・門徒 開創 中興 本，II:・彫像・寺号 出典

標津園 沢良盆 茨木市沢良宜酉・沢良宜浜・島 蓮照寺門徒 3 

島下.主原 茨木市主原 称名寺門徒 3 

宇野辺 茨木市宇野辺 宇野辺門徒 3 

蔵垣内 茨木市蔵垣内 歳垣内門徒 3 -・ 摂樟市一事者厘 阿弥陀寺門徒 3 

坪井 摂樟市子星玉東・ニ島 正覚寺門徒 3 

別府井栂野 摂樟市別府・東別府・新在家・，S野 常願寺門徒 3 

味脅 摂事宮市千里丘束・庄屋・lE雀 明技寺門徒 3 

正音寺 摂樟市東正雀・正雀・ェ島・庄屋 正音寺村門徒 3 

庄屋 摂樟市庄屋・千基丘束 永桶寺門徒 3 

島義 摂樟市島養中 勝安寺門徒 3 

島養 摂樟市島差上 普覚寺門徒 3 

摂樟市島養上 宵奮寺附同上村門徒 3 

東村 吹図市岸部北・中・甫 大覚寺 6 

東村 吹田市岸部北・中・甫 大先寺門徒 3 

甫村 吹困市天道・吹東・岸郡中、甫・幸 甫材門徒 3 

小路付 吹国市吹東・岸甑北、中、甫・幸 小路村門徒 3 

上村 吹岡市山岡・古江台・樟雲台 専称寺門徒 3 

市場村 市場村門徒 3 

専称寺手次同所門徒 3 

七尾村 吹岡市天道・岸部北、中・芝困 七尾村門徒 3 

佐井寺村 吹田市佐井寺・佐佑台・千里山束、西 佐井寺村門徒 3 

上新岡 豊中市上新岡・新撰瑳北、束、西 上新岡門徒 3 

下新田 吹田市春日・椀山台・千星山西 下新田門徒 3 

吹関西J庄 吹岡市西の庄町・泉町 絡先寺 （木・号・太子・七高祖）天和3 6 

吹岡 吹岡市西の庄町・泉町 給先寺門徒 3 

吹園都呂須 光明寺 伝文安年中 （方）天文2.（木・号）貞享4 6 

吹回 克明寺門徒 3 
金回 吹困市金回 金困材門徒 3 

吹回 E福寺門徒 3 

吹岡大地措置 蓮覚寺 伝文様1 （太子・七高祖）延宰1 6、7

吹田 蓮発寺門徒 3 

吹聞浜ノ堂 先徳寺 伝天文11 （木・号）寛永17 6、7

吹回 光徳寺門徒 3 

豊島都 垂水村 吹田市垂水・山手・円山 垂水村門徒 3 

牛立 量中市庄内・量甫 正案寺門徒 3 

原因 量中市原田・曽視・岡町・桜塚 書厳守門徒 3 

走居村 豊中市走井・箕輪｛原田村西方） 了信（棒行寺） （木）元和7.12.3 l 

定井 査中市走井・箕輪（原因材育方） 棒行寺門徒 3 

n野田 豊中市畑野・東豊中・緑丘・新千里酉（JI困村北方） 飯野田村門徒 3 

憧勢事 高山 豊能町高山 高山村門徒 3 

育川 畳飼町脊＇Jil 西方寺門徒 3 

西成都 ェ番付 大阪市東淀川区 三番村門徒 3 

柴島 大阪市東淀川区柴島 高福寺 （影）覚文4.10.15、宜文4.11店 2 

柴島 大医市東淀川区柴島 高福寺門徒 3 

表2

頭
人
を
勤
め
て
い
る
【
天
文
日
記
一
天
文
五
・
一

O

一四】

（表
3
）
。
慈
願
寺
に
つ
い
て
は
法
光
が

蓮
如
の
意
を
受
け
て
行
動
し
て
い
る
様
子
が
史

（お）

料
に
散
見
さ
れ
、
継
続
し
て
直
参
的
関
係
を
保

持
し
て
い
た
こ
と
が
、
ヮ
か
が
わ
れ
る
。

さ
ら
に
蓮
如
期
で
は
、
和
泉
国
海
生
寺
（
嘉
祥

た寺
人
脇田

E 思
し E己
主の
:u了
T 真
E が
と仏

心巷
る§五

定第
期を
的理
な解
上し

番
を
果
た
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
自
ら
が

信
心
を
説
い
た
人
び
と
を
と
も
な
っ
て
大
坂
に

蓮
如
・
を
訪
ね
て
お
り
、
蓮
如
と
親
し
い
面
授
の
関
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係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
蓮
如
に

随
従
し
た
り
、
厚
い
信
頼
を
受
け
た
り
し
た
弟
子

は
置
参
的
存
在
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

（2
）
実
如
期
（
一
五
二
五
年
没
）

次
に
、
実
如
期
の
直
参
衆
の
状
況
を
大
永
五
（

五
三
五
）
年
の
実
如
没
後
中
陰
時
の
斎
頭
人
を
記

（

Z
V
 

し
た
「
実
如
闇
維
中
陰
記
」
か
ら
み
て
み
よ
う
。

。
摂
津
田

ま
ず
大
援
殿
坊
主
衆
と
し
て
、
明
祐
、
定
専

坊
、
乗
順
（
先
徳
寺
）
、
恵
光
寺
（
萱
振
）
の
四
名
の
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天文期歴代宗主・関係者忌頑人一覧表

月日 忌日 天文10年まで 天文10年以降 値 巻

1月4日 如情祥忌 （なし） （なし）

l月19日 覚釦祥忌 揚次暫願寺・石畠瓜生樟弘誓寺・t量蔵寺・日野本書寺（近江） （同左）
1月20日 円如月忌 （なし） （なし）

1月25El 法然祥忌 （なし） （なし）

1月28日 親，E月忌 富田光鳳坊・三番怠専坊（摂事事） （同左）

2月2日 実如祥忌 （一家衆） （同左）

Z月22日 太子株B （なし） （なし）

2月28日 親，E月忌 金森衆（近紅） 金義衆・属議聖徳寺

2月29日 普釦祥忌 （なし） （なし）

3月2日 実如月忌 箕浦書庫寺 書E寺・奈良衆（11年一）
3月20日 円如月忌 （なし） （なし）

3月25日 蓮釦祥忌 六町｛大事E寺内） （同左） 天文がFには大軍大人語主を換』~ （天文目f6・3田25)

3月28日 親，E月忌 大和衆（曽犠名称寺・百済・吉野） 一条衆（II年～）

4月2日 実如月忌 山路明照寺・岡野E崇寺・撞摩善照寺（仏照寺』匹近江衆） 明源寺・善照寺・若州
4月20日 阿如月忌 （なし） （なし）

4月24目 車事如祥忌 河内小山衆 （同左） 河内十二坊

4月28日 親’E月忌 堺三坊主 （同左） 王文飾陥城署E嵩舟守）畠園寺嶋S俣XII郁ψ酒）

5月2日 実如月忌 尾州十六日講衆 局州十六日I構衆・仏照寺

5月初日 円如月忌 （なし） （なし）

5月28日 親’E月忌 奈良衆 酉美穂Jlt(l!f円寺など）

6月2日 実如月忌 小梓克明寺・足近清福寺（尾張） （同左）

6月18日 存釦祥忌 （なし） （なし）

6月20日 円如月忌 大家六人坊主 （なし） 天文が芋より喚Ifれず（天文回i!6・3・20)

6月28日 親’E月忌 若江光志寺｛河内） 加州困郡坊主衆

7月2日 実如月忌 （なし） 若江光蓮寺（河内｝・高野衆（近江）

7月20目 円量日月忌 （なし） （なし）

7月28日 親’E月忌 中嶋野田衆・榎並囚今所（普君原寺・辻・捧上n:・放出） （同左）
8月2日 実如月忌 船橋願書寺｛属議） 衛相官願書寺・報土寺（属議）

8月20日 円如月忌 （なし） （なし）

8月28日 親’E月忌 益E寺（河内） 典正寺門下衆（天文10年より） 慈直寺は天文併f.I：：牢人で斎を勤める

9月2日 実如月忌 商業濠衆（性甑寺・西円寺・永寿寺・永徳寺・安養寺等） （同左）

9月20日 円如月忌 （なし） （なし）

9JJ28日 親，E月忌 西浦・古市・誉回・大井衆（河内｝ （同左） 河内十二坊

10月za 実釦月忌 美擾尾張前野衆 河野衆・奈良衆

10.月14日 巧如梓忌 河内丹下衆・【慈E寺1 （同左） 組寺11山帯時代から在京時1繍伴係文H臨JD.I')

10.月初日 円如月忌 （なし） （なし）

10.月28日 親’E月忌 仏照寺（按涼） ＝何衆（本匠寺下・上官寺下等｝

II月2日 実如月忌 福磨寺（近江） 相磨寺・百済宗｛大和）

11月20日 円如月忌 （なし） （なし）

11月28日 親鴛梓a忌 （~J掲）

12.月Z目 実如月忌 （なし） 加州岡部衆（寺井称仏寺等）

12.月19日 円如月忌 （なし） （なし） 20日分取越

12.月22日 実如月忌 福岡寺（近江） 相困寺・名称寺｛太和） l月2日分取越

12月28日 組’E月忌 河内八里（車［蛇j草・太平寺嶋酒・丈［物］井・人昆・玉樹・バウシサント） 人里衆・吉野乗念・高崎明書
毎閏月2日 実如月忌 大地・書作・八尾（河内） 大地・犠作・入尾・lilt覚寺｛伊勢）

毎閏月28目親’E月忌 水谷裕願寺｛近紅北朝J) 浄願寺・称名寺・金先寺・真宗寺｛直書東）
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名
が
み
え
る
。
「
大
坂
殿
」
と
は
後
述
す
る
大

坂
坊
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
大
坂
御
坊
在

御住
堂で

重差
葎衆

足袋
た支
つ和
た§示

の且

~ ~ 
大執
坂行
／、

表3

人
坊
主
」
に
つ
な
が
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
そ

蹄
の
ほ
か
に
も
大
量
寺
内
衆
、
大
震
君
、

脱
大
坂
殿
北
御
講
衆
と
い
っ
た
大
坂
坊
（
寺
内
）

柵
に
居
住
す
る
集
団
の
名
が
多
く
見
受
け
ら

削
れ
る
が
、
こ
れ
は
実
如
が
晩
年
を
大
整
列

目
で
過
ご
し
た
た
め
で
あ
り
、
実
如
と
同
坊

考閣
の
集
団
と
の
深
い
か
か
わ
り
が
知
ら
れ
る
。

又
帽鮒
な
お
、
こ
の
よ
う
に
同
じ
寺
内
に
類
似
の

期
名
を
も
っ
講
集
団
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

開
門
徒
の
増
大
と
居
住
地
ご
と
の
編
成
が
な

摘
さ
れ
て
い
た
様
子
を
示
唆
し
て
い
る
。

島碑
次
に
堺
寺
内
衆
も
そ
の
名
が
登
場
す
る
。

予
＆制
堺
寺
内
衆
は
後
述
す
る
堺
坊
居
住
の
門
徒

副鞍
集
団
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
在
所
は

肺
堺
北
庄
H
摂
津
固
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細

時
は
不
明
だ
が
、
実
如
と
堺
衆
と
の
か
か
わ

前制
り
の
一
端
が
う
か
が
え
よ
う
。

増刻
。
河
内
国



河
内
固
関
係
で
登
場
す
る
の
は
上
記
の
乗
順
（
光
徳
寺
）
と
恵
光
寺
で
あ
る
。
と

も
に
自
坊
を
河
内
国
に
構
え
な
が
ら
、
大
援
に
宿
を
持
っ
て
い
た
。
恵
光
寺
の
よ

う
に
寺
号
で
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
寺
院
活
動
の
実
質
的
中
心
が
大
坂
悶
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
両
寺
に
つ
い
て
も
大
坂
坊
を
介
し
て
実
如
と
結
び
つ
い
た

事
例
と
い
え
よ
う
。

。
和
泉
固

確
実
に
和
泉
固
住
と
判
定
し
う
る
名
は
存
在
し
な
い
。

以
上
、
本
史
料
に
登
場
す
る
摂
河
泉
の
置
参
衆
は
大
坂
坊
に
か
か
わ
る
存
在
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
親
駕
絵
像
の
下
付
を
手
が
か
り
に
す
る
と
さ
ら
に
広
が

（
淘
）

り
を
み
せ
る
。
た
と
え
ば
、
永
正
二
（
一
五
O
五
）
年
に
は
岡
山
講
（
岸
和
田
市
）
、

｛

mv 

お
よ
び
大
永
三
（
一
五
二
三
）
年
に
は
真
光
寺
に
親
鷺
絵
像
が
下
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
真
光
寺
は
前
述
の
よ
う
に
仏
光
寺
派
か
ら
の
参
入
寺
院
な
の
で
、
本
願

摂河泉における晩国期本願寺の地域編成について〔大津〕

寺
と
の
関
係
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

（

3）

E
如
期
（
一
五
五
四
年
波
）

続
く
証
如
期
の
直
参
衆
に
つ
い
て
も
み
て
お
き
た
い
。
証
如
期
は
大
坂
本
願
寺

の
時
代
で
あ
り
、
同
期
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
①
天
文
四
（
一
五
＝
一
五
）
年
、
同
一

二
年
の
報
恩
講
斎
頭
人
（
表
1
）
、
②
天
文
期
の
忌
日
顕
人
（
表
立
、
③
「
品
川
日

番
衆
御
堂
品
川
日
番
上
勤
座
配
次
第
」
、
④
そ
の
他
、
か
ら
情
報
が
得
ら
れ
る
。
以

下
、
出
典
ご
と
に
抽
出
し
て
お
く
。

。
摂
津
固

①
大
坂
六
人
坊
主
衆
・
大
坂
講
衆
・
定
専
坊
・
仏
照
寺
・
浄
照
坊
、
②
富
田
光
照

寺
・
中
嶋
野
田
衆
・
榎
並
四
ケ
所
衆
、
③
ア
マ
浄
教
・
キ
ツ
教
龍

実
如
期
の
大
坂
坊
関
連
の
直
参
衆
が
継
続
し
て
い
る
う
え
に
、
本
願
寺
近
辺
の

中
嶋
野
田
（
大
阪
市
一
福
島
区
）

－
木
浄
（
同
浪
速
区
）
の
衆
が
新

－
榎
並
（
同
都
島
区
）

た
に
名
を
見
せ
て
い
る
。

。
河
内
国

①
慈
願
寺
、
②
小
山
衆
・
若
江
光
蓮
寺
・
西
浦
・
古
市
・
誉
回
・
大
井
衆
・
丹
下

衆
・
河
内
人
里
・
大
地
・
鞍
作
・
八
尾
、
③
盛
先
寺
子
祐
勝

実
如
期
ま
で
に
直
参
衆
の
地
位
を
得
て
い
た
寺
院
・
集
団
に
加
え
、
中
河
内
1

南
河
内
の
集
団
の
名
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
久
宝
寺

坊
に
証
如
外
祖
父
の
蓮
穆
を
迎
え
た
河
内
十
二
坊
と
の
か
か
わ
り
が
想
定
き
れ
る
。

。
和
泉
国
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①
堺
ノ
三
坊
主
、
②
慈
光
寺
、
③
真
宗
寺
・
宝
光
寺
・
阿
弥
陀
寺
・
源
光
寺
・

普
教
寺
・
真
光
寺
、
④
小
西
党
（
堺
）

【
天
文
日
記
一
天
文
一

0
・
九
・
一
七
】
が
確

認
で
き
る
が
、
真
光
寺
を
の
ぞ
い
て
は
す
べ
て
堺
所
在
で
あ
る
。
堺
が
証
如
期
に

お
い
て
も
重
き
を
置
か
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
堺
に
つ
い
て
は

摂
浄
・
和
呆
の
両
閏
に
分
け
ら
れ
る
が
こ
こ
で
は
一
括
し
た
。

（

4
）
小
括

全
体
的
な
状
況
と
し
て
は
、
直
参
衆
は
宗
主
と
の
個
別
的
つ
な
が
り
が
契
機
と

な
っ
た
関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
宗
主
の
居
住
地
・
活
動
地
を
中
心
に
分
布
す
る
傾

向
に
あ
り
、
実
如
期
以
降
は
そ
の
様
子
が
さ
ら
に
強
く
な
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
次
に
紹
介
す
る
御
坊
と
そ
の
前
身
に
あ
た
る
一
門
寺
院
の
周
囲
に
も
存
在
が
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確
認
で
き
る
。
一
方
、
固
別
に
分
布
を
み
る
と
、
河
内
国
の
場
合
は
中
i
南
河
内
に

多
く
存
在
し
、
北
河
内
に
は
比
較
的
少
な
い
。
な
お
、
そ
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
守

護
系
国
人
た
ち
の
本
貫
地
と
重
な
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
和

泉
固
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
る
事
例
の
ほ
と
ん
ど
が
堺
で
、
中
南
部
は
極
め
て
希
薄

と
な
っ
て
い
る
。
同
一
園
内
で
こ
う
し
た
地
域
偏
差
が
み
ら
れ
る
の
も
直
参
と
い

う
個
別
の
つ
な
が
り
が
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

は
そ
れ
ま
で
の
本
願
寺
の
教
線
の
展
開
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

三
御
坊
の
動
向
と
そ
れ
へ
の
結
集

（

1
）
御
坊
を
め
ぐ
っ
て

三
つ
め
の
結
集
形
態
は
与
力
的
結
集
で
あ
る
。
そ
の
結
集
核
と
し
て
重
要
な
の

が
一
門
・
一
族
寺
院
と
御
坊
で
あ
る
。

一
円
・
一
族
寺
院
は
一
五
世
紀
ま
で
建
立

が
続
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
新
寺
建
立
に
は
与
力
衆
を
新
た
に
設
定
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
れ
に
対
し
諸
国
の
坊
主
衆
よ
り
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
永
正
の
新

坊
建
立
停
止
令
に
よ
り
建
立
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
に
代

っ
て
始
め
ら
れ
た
の
が
御
坊
の
建
立
で
あ
る
。

一
門
・
一
族
寺
院
は
北
陸
で
は
早
く
か
ら
存
在
し
た
の
に
対
し
、
摂
河
泉
で
は

蓮
如
が
自
ら
設
置
し
た
私
坊
（
隠
居
所
）
が
濫
鱒
と
な
り
、
そ
れ
ら
に
蓮
如
の
晩
年

に
子
息
や
一
一
族
が
配
置
さ
れ
た
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は

蓮
如
が
文
明
七
（
一
四
七
五
）
年
に
越
前
吉
崎
か
ら
構
内
へ
戻
り
、
摂
河
泉
も
含
め

た
地
域
を
活
動
の
中
心
に
据
え
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
寺
院
は

の
ち
に
御
坊
へ
と
転
じ
た
が
、
後
述
の
よ
う
に
別
の
経
緯
・
母
体
を
持
つ
御
坊
も

摂
河
泉
に
は
存
在
し
た
。
た
だ
し
、
摂
河
泉
の
御
坊
に
つ
い
て
は
研
究
が
進
展
し

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

与
力
的
結
集
を
検
討
す
る
に
際
し
て
は
そ
の
結
集
核
で
あ
る
御
坊
の
状
況
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
各
御
坊
（
前
身
の
一
門
・
一
族
寺
院

を
含
む
）
の
概
況
を
述
べ
つ
つ
与
力
的
結
集
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
御
坊
の
基
本
的
性
格
と
し
て
は
次
の
コ
一
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ひ
と

つ
め
は
、
本
願
寺
の
分
身
（
一
族
の
在
寺
、
あ
る
い
は
宗
主
兼
帯
）
で
あ
る
こ
と
。
二

つ
め
は
、
地
域
の
拠
点
寺
院
で
あ
る
こ
と
。
三
一
つ
め
は
、
本
末
関
係
・
直
参
関
係

に
と
ら
わ
れ
な
い
地
域
的
動
員
を
図
る
体
制
が
必
要
（
与
力
的
結
集
の
中
核
的
存
在
）

と
さ
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
御
坊
は
本
願
寺
が
中
央
集
権
的
体
制
の
確
立
を
目
指
す
な
か
で
、
各
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地
域
の
な
か
に
あ
っ
て
本
願
寺
を
支
え
る
機
能
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
末

的
関
係
お
よ
び
直
参
的
関
係
は
そ
の
本
来
的
性
格
か
ら
本
願
寺
（
親
鴬
）
た
だ
ひ
と

つ
に
集
約
さ
れ
る
関
係
に
あ
っ
た
が
、
ぞ
れ
ゆ
え
地
理
的
に
は
必
ず
し
も
面
状
に

展
開
す
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
散
在
的
な
様
相
を
示
す
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。

一
方
、
御
坊
は
本
願
寺
教
団
の
地
域
的
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
た
め
、
御
坊

に
近
接
す
る
地
域
の
門
徒
集
団
・
寺
院
が
地
縁
を
重
視
し
た
与
力
的
結
集
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（

2
）
摂
河
泉
の
御
坊

I 

大
坂
坊

O
動
向



大
坂
坊
は
明
応
六
（
一
四
九
七
）
年
に
蓮
如
が
創
設
し
た
坊
舎
が
も
と
に
な
っ
て

い
る
【
御
文
一
明
応
六
・
一
一
－
一
一
五
】
。
こ
こ
は
「
虎
狼
ノ
ス
ミ
カ
也
、
家
ノ
一
モ

A

沼

｝

（

お

）

ナ
ク
畠
ハ
カ
リ
ナ
リ
シ
所
」
に
、
「
大
坂
殿
ヲ
御
建
立
サ
レ
テ
御
隠
居
候
」
と
あ

る
よ
う
に
、
蓮
如
の
私
坊
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
蓮
如
の
没
後
は
そ
の
第
二
二

子
実
賢
が
寺
主
と
な
っ
た
。
実
賢
は
当
初
大
坂
・
堺
の
両
坊
相
続
を
想
定
さ
れ
て

（担｝

い
た
が
、
永
正
三
（
一
五
O
六
）
年
の
河
内
錯
乱
後
に
退
出
し
た
。
そ
の
後
、
大
永

二
（
一
五
二
二
）
年
に
は
隠
居
し
た
実
如
が
入
寺
し
て
い
る
。
さ
き
に
紹
介
し
た
実

如
没
後
中
陰
時
の
斎
頭
人
に
大
坂
衆
が
多
く
み
ら
れ
る
の
は
こ
の
た
め
だ
っ
た
。

の
ち
本
願
寺
が
山
科
か
ら
大
坂
へ
移
転
し
た
の
に
と
も
な
い
、
寺
地
は
本
願
寺
に

吸
収
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

O
寺
中
・
与
力
構
造

大
坂
坊
の
組
織
構
造
を
み
る
と
、
寺
主
と
そ
れ
に
し
た
が
っ
た
寺
中
寺
院
が
中

摂河泉における晩国期本願寺の地域編成について〔大津〕

心
的
存
在
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
永
E
三
年
の
河
内
錯
乱
時
に
実
賢
に
従
い
牢

人
と
な
っ
た
「
大
坂
五
人
坊
主
」

【
山
科
御
坊
事
弁
其
時
代
事
】
が
そ
れ
に
あ
た
る
も

の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
人
数
に
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
前
進
の
「
大
坂
鹿
坊
主
衆

四
人
明
祐
、
定
専
坊
、
釆
願
、
恵
光
寺
」

【
実
如
閣
維
中
陰
記
】
や
、
大
坂
本
願
寺

初
期
に
登
場
す
る
「
大
坂
六
人
坊
主
」
、

「
寺
中
六
人
の
坊
主
」
、

「
常
の
六
人
」
、

「
定
衆
六
人
」

【
天
文
日
記
一
天
文
五
年
1
】
と
同
一
衆
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
構
成
員

は
大
坂
本
願
寺
初
期
で
は
定
専
坊
、
祐
光
寺
（
森
）
、
光
永
寺
（
平
野
）
、
恵
光
寺
、

光
徳
寺
、
大
坂
寺
中
浄
恵
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
す
で
に
紹
介
し
た
よ

う
に
、
摂
意
・
中
河
内
の
有
力
寺
院
（
手
次
寺
院
・
門
徒
を
も
っ
寺
院
）
で
あ
る
。
彼

ら
は
常
住
衆
と
し
て
御
坊
に
日
々
勤
仕
す
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
御
坊
を

実
質
的
に
支
え
る
立
場
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
こ
の
う
ち
、
定
専
坊
・
光
徳
寺
が
お
こ
な
っ
て
い
た
次
の
行
動
は
興
味

深
い
。
ひ
と
つ
は
、
河
内
路
の
七
つ
の
役
所
に
礼
銭
を
送
る
旨
を
注
進
し
て
い
る

【
天
文
日
記
一
天
文
五
・
一
－
一
一
一
】
。
こ
れ
は
大
坂
本
願
寺
移
転
後
の
記
事
で
あ
る

が、

「
毎
年
」
の
こ
と
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
大
坂
御
坊
時
代
か
ら
の
慣
習

と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
両
寺
は
近
郷
へ
の
軍
事
動
員
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

【
史
料
3
】
天
文
日
記

天
文
五
年
一
一
月
七
日
条

近
郷
衆
井
久
宝
寺
あ
た
り
の
衆
ニ
一
戦
方
ニ
可
然
仁
候
ハ
て
為
番
被
来
候

様
に
と
申
候
へ
と
、
光
能
寺
・
定
専
坊
二
人
に
ハ
近
郷
之
儀
申
候
、
慈
願
寺

に
ハ
久
宝
寺
あ
た
り
の
車
中
候
、

こ
の
よ
う
に
定
専
坊
と
光
徳
寺
が
本
願
寺
近
く
で
同
じ
行
動
を
お
こ
な
っ
て
い
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る
そ
の
背
景
に
は
大
坂
御
坊
へ
の
結
集
の
歴
史
が
あ
っ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

一
方
、
永
正
二
（
一
五
O
五
）
年
の
河
内
錯
乱
時
に
は
摂
津
・
河
内
の
坊
主
衆
・

門
徒
衆
が
大
坂
坊
へ
と
結
集
を
み
せ
た
【
山
科
御
坊
事
弁
其
時
代
事
】
。
次
に
述
べ
る

管
轄
地
域
を
念
頭
に
お
く
と
、
本
当
に
摂
率
・
河
内
の
全
域
か
ら
結
集
し
た
か
ど

う
か
は
疑
問
だ
が
、
こ
の
時
に
集
結
し
た
面
々
が
与
力
衆
を
指
す
も
の
と
い
え
よ

ぅ
。
で
は
、
与
力
は
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
指
揮
系
統
の
も
と
で
動
員
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
具
体
像
を
知
ら
せ
る
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
よ
く
わ
か

ら
な
い
が
、
史
料
3
は
若
干
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
こ
で
は
本
願
寺

が
光
徳
寺
・
定
専
坊
に
命
じ
て
軍
事
動
員
を
は
か
っ
て
い
る
が
、
光
徳
寺
・
定
専

坊
に
つ
い
て
は
本
願
寺
近
辺
、
慈
願
寺
に
は
久
宝
寺
近
辺
で
の
動
員
を
指
示
し
て

い
る
。
し
か
し
、
慈
願
寺
が
久
宝
寺
在
の
寺
院
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
光
徳
寺
と
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定
専
坊
は
本
寺
が
大
坂
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
手
次
寺
院
も
大
坂
近
郷
に
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
表
2
参
照
）
。
し
た
が
っ
て
そ
の
動
員
の
論
理

は
本
末
関
係
で
な
く
、

「
近
郷
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
地
域
的
動
員
、

す
な
わ
ち
与
力
的
編
成
に
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

事
例
が
少
な
い
の
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
御
坊
の
常
性
衆
が
与
力
の
編
成
・

動
員
等
に
か
か
わ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。

O
管
轄
地
域

御
坊
が
本
願
寺
の
地
域
的
拠
点
で
あ
り
、
ま
た
面
的
に
与
力
動
員
を
は
か
っ
た

と
す
る
と
、
御
坊
は
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
管
轄
地
境
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
で
い
く
と
、
大
坂
坊
の
場
合
は
前
述
の
状
況
か
ら
摂
浄
固
・
河
内
国

が
そ
の
管
轄
地
域
の
目
安
と
し
て
指
摘
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
時
期

に
摂
棒
固
で
は
島
上
郡
に
富
因
坊
、
河
内
固
で
は
北
東
部
に
出
口
坊
・
枚
方
坊
、

そ
し
て
中
河
内
に
は
久
宝
寺
坊
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
近
隣
に
つ
い
て
は

各
御
坊
の
管
轄
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
は
大
坂
坊
は
他

の
御
坊
と
分
担
し
つ
つ
摂
津
・
河
内
を
管
轄
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

O
桐
坊
か
ら
本
願
寺
へ

大
坂
本
願
寺
が
誕
生
し
、
そ
の
体
制
が
確
立
し
て
く
る
と
、
大
坂
六
人
坊
主
の
集

固
と
し
て
の
地
位
は
自
ず
と
低
下
し
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
六
月
二

O
日
の
円
如
忌

頭
人
、
一
一
月
二
一
一
一
日
の
斎
頭
人
の
解
除
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
定
専
坊
な
ど
個
々

の
寺
院
が
担
当
す
る
忌
日
頭
人
に
変
更
は
な
い
が
、
集
団
と
し
て
の
名
が
失
わ
れ
る

の
は
大
援
御
坊
体
制
の
終
罵
と
本
山
体
制
の
確
立
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

n 
富
田
坊

O
動
向
創
設
年
代
は
未
詳
だ
が
、
も
っ
と
も
古
い
免
物
と
し
て
文
明
人
（
一
四
七
六
）
年

裏
害
の
親
鷺
蓮
如
連
座
像
【
鷺
森
別
院
蔵
】
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
蓮
如
自

身
の
私
坊
的
性
格
が
強
か
っ
た
が
、
明
応
七
（
一
四
九
人
）
年
に
第
二

O
子
の
蓮
芸

（事）

に
付
属
さ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
同
年
、
親
鷲
寿
像
（
安
城
の
御
影
）
、
親

（

Ma）
 

鷺
絵
伝
【
妙
慶
寺
蔵
】
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
年
が
宮
因
坊
の
ひ

と
つ
の
画
期
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
後
、
天
文
元
（
一
五
三
二
）
年
、
細
川
晴
元
と
本
願
寺
の
確
執
の
な
か
で
破

却
さ
れ
た
が
同
五
年
に
は
再
興
が
認
め
ら
れ
、
本
願
寺
は
「
教
行
寺
」
と
し
て
の

再
建
を
求
め
て
い
る
【
天
文
日
記
一
天
文
五
・
一

0
・三
O
、
同
問
一

0
・
二
一
一
】
。

O
寺
中
・
与
力
構
造
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当
初
、
も
と
蓮
如
付
き
だ
っ
た
下
問
光
宗
が
蓮
芸
に
付
属
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、

天
文
期
に
は
番
衆
も
付
属
し
て
い
た
【
天
文
日
記
一
天
文
五
・
一
一
・
六
】
。
こ
う
し

た
寺
侍
や
番
衆
の
存
在
は
本
願
寺
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
り
、
本
願
寺
の
出
先
と

し
て
の
御
坊
の
性
格
を
よ
く
体
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
永
禄
記
」
の
「
明

応
七
年
の
秋
に
い
た
っ
て
、
真
弟
の
蓮
芸
律
師
兼
秀
を
富
田
に
住
せ
し
め
た
ま
い

［
蓮
如
上
人
真
弟
、
実
如
上
人
の
次
男
な
り
］
、
教
行
寺
と
名
付
け
、
弁
ぴ
に
門

人
等
を
付
属
あ
り
持
」
と
の
記
述
は
そ
う
し
た
状
況
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
し
か

し
、
与
力
構
造
に
つ
い
て
は
そ
の
様
子
を
告
げ
る
史
料
は
管
見
に
触
れ
ず
、
実
態

は
不
明
で
あ
る
。

O
管
轄
地
域

大
坂
本
願
寺
期
で
あ
る
が
、
本
願
寺
に
滞
在
し
て
い
た
鳥
居
小
路
氏
が
上
洛
す
る



際
に
、
本
願
寺
が
坪
井
（
現
摂
津
市
千
里
丘
東
付
近
）
ま
で
送
り
届
け
、
そ
こ
か
ら
先

は
富
田
が
送
る
と
い
う
史
料
が
あ
る
【
天
文
日
記
一
天
文
五
・
囚
・
一

O
】
。
明
確
な

管
轄
地
域
の
線
引
き
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、
お
よ
そ
こ
の
付
近
を
西

端
と
し
て
宮
因
坊
の
管
轄
地
域
は
東
へ
広
が
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
少
し
下
る
が
、
天
文
一
五
（
一
五
回
六
）
年
に
は
本
願
寺
が
淀
川
を
上
り

下
り
す
る
本
願
寺
方
の
船
の
通
航
を
確
保
す
る
た
め
に
聞
所
へ
の
折
衝
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

【
史
料
4
】
天
文
日
記

天
文
一
五
年
六
月
一
一
一
一
日
条

此
次
此
方
新
船
各
乗
之
、
此
方
舟
也
、
可
得
其
心
、
如
先
々
向
後
上
下
無
相

違
可
分
別
之
通
、
宮
田
・
出
口
・
牧
方
為
此
三
ケ
所
先
々
申
居
、
役
所
共
へ

相
理
、
成
其
意
得
由
返
事
申
也
、

こ
の
折
衝
を
担
当
し
た
の
は
宮
田
・
出
口
・
枚
方
の
一
一
一
ヵ
所
だ
っ
た
と
す
る
が
、

摂河泉における晩国期本願寺の地域編成について〔大津〕

後
述
す
る
御
坊
の
所
在
地
も
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
具
体
的
に
は
本
願
寺
の
御
坊
が

担
当
し
た
と
み
て
よ
い
。
こ
の
三
ヵ
所
は
淀
川
を
は
さ
ん
で
向
か
い
合
う
位
置
に

あ
る
た
め
、
富
田
は
特
に
淀
川
右
岸
に
あ
る
関
所
と
の
折
衝
窓
口
を
担
当
し
た
の

で
あ
ろ
、
ヮ
。

さ
ら
に
、
官
因
坊
は
本
願
寺
が
摂
葎
の
有
力
国
人
で
あ
る
三
宅
国
村
と
接
触
す
る

際
、
そ
の
聞
に
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
に
は
天
文
一
向
一
摸
時
か
ら
の
関
係
修

復
を
目
指
す
本
願
寺
が
北
摂
に
お
け
る
有
力
国
人
だ
っ
た
三
宅
氏
と
の
窓
口
を
富

因
坊
に
預
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
【
天
文
日
記
一
天
文
五
・
六
・
一
一
二
】
二
一
一
宅

〈舗）

固
村
は
そ
の
妻
が
下
問
頼
広
の
娘
と
い
う
関
係
も
あ
っ
た
が
、
本
願
寺
は
御
坊
を
窓

口
に
据
え
て
接
触
を
は
か
ろ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
地
縁
的
関
係
を
活
か
し
な

が
ら
本
願
寺
を
支
え
て
活
動
す
る
御
坊
の
機
能
が
う
か
が
わ
れ
る
事
例
で
あ
る
。

m 

出
口
坊

O
動
向
越
前
吉
崎
か
ら
戻
っ
た
蓮
如
は
文
明
七
（
一
四
七
五
）
年
、
出
口
に
落
居
し
た
。

こ
こ
は
の
ち
長
男
順
如
に
付
属
さ
れ
た
が
、
順
如
は
同
一
五
年
に
没
し
た
た
め
、

常
楽
寺
光
信
の
三
男
で
蓮
如
の
長
女
如
慶
尼
を
母
に
も
つ
光
淳
が
入
寺
し
、

門

寺
院
光
善
寺
と
し
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
天
文
一
向
一
摸
で
一
時
退
転

す
る
が
、
天
文
六
（
一
五
三
七
）
年
に
は
寺
領
・
買
徳
分
の
返
付
が
認
め
ら
れ
た
（
「
従

木
沢
以
若
井
、
久
宝
寺
、
出
口
此
両
所
寺
領
弁
買
徳
分
、
長
政
令
存
知
分
返
付
と
の
折
紙
両

通
、
上
野
方
へ
来
侯
」

【
天
文
日
記
い
天
文
六
・
一
一
・
一
一
一
一
一
】
）
。
出
口
坊
の
還
住
交

渉
は
証
如
が
久
宝
寺
坊
と
セ
ッ
ト
で
お
こ
な
っ
て
お
り
、
河
内
固
に
お
い
て
久
宝
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寺
坊
と
出
口
坊
は
両
輪
的
存
在
と
し
て
重
視
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

O
寺
中
構
造
・
与
力
構
造

先
述
の
よ
う
に
出
口
坊
に
は
蓮
如
の
側
近
だ
っ
た
本
遇
寺
が
あ
り
、
同
寺
が
常

｛岨）

住
衆
的
存
在
で
出
口
坊
を
管
理
し
た
。
ま
た
、
の
ち
の
実
順
の
時
代
に
は
坊
官
と

し
て
下
問
頼
和
が
付
属
さ
れ
て
い
旬
。

さ
ら
に
香
衆
の
付
属
も
確
認
で
き
【
天
文
日
記
一
天
文
五
・
一
一
・
六
】
、
御
坊
と

し
て
の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
与
力
構
造
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
本
遇
寺
が
手
次
関
係
を
有
す
る
門
徒
集
団
と
し
て
は
前
述
の
よ
う
に
摂

津
福
島
で
の
存
在
は
確
認
で
き
る
。

O
管
轄
地
域

詳
細
が
知
ら
れ
る
史
料
は
な
い
が
、
富
因
坊
の
項
で
紹
介
し
た
よ
う
に
天
文
一
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五
三
五
四
六
）
年
に
は
淀
川
沿
い
の
関
所
と
の
折
衝
役
を
担
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
史
料
で
は
枚
方
坊
も
名
を
連
ね
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
出
口
坊
と
枚
方

坊
は
近
接
し
た
場
所
に
あ
る
の
で
、
担
当
地
域
の
調
整
が
み
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
段
階
の
枚
方
坊
は
一

家
衆
が
入
る
以
前
の
段
階
で
あ
り
、
教
囲
内
で
の
位
置
づ
け
に
違
い
が
あ
っ
た
可

能
性
は
想
定
さ
れ
よ
う
。

y 

久
宝
寺
坊

明
応
年
中
の
蓮
如
が
創
建
し
第
二
四
子
実
順
に
付
属
し
た
久
宝
寺
の
西
証
寺
【
大

谷
嫡
涜
実
記
】
が
そ
の
濫
鱒
と
い
う
。
永
正
三
（
一
五
O
六
）
年
の
河
内
錯
乱
の
際
に

は
大
坂
御
坊
と
同
一
行
動
を
と
っ
た
【
山
科
御
坊
事
弁
其
時
代
事
】
。
天
文
一
向
一
摸

で
一
時
退
転
す
る
が
、
ま
ず
天
文
六
（
一
五
三
七
）
年
に
出
口
坊
と
と
も
に
寺
領
・

買
徳
分
の
返
付
が
認
め
ら
れ
【
天
文
日
記
一
天
文
六
・
二
・
二
三
】
、
天
文
九
年
に

は
還
柱
が
認
め
ら
れ
た
（
「
白
木
沢
、
久
宝
寺
坊
舎
再
興
之
儀
得
其
心
候
、
最
前
之
筋
目

無
相
違
之
由
、
返
状
到
来
、
又
中
坊
書
札
も
藤
井
持
来
、
即
此
状
共
下
関
筑
後
並
慈
願
寺
ニ

渡
遺
誌
」

【
天
文
日
記
一
天
文
九
・
九
・
二
九
】
）
。

寺
主
は
実
順
が
永
正
一
五
年
に
没
し
た
の
ち
、
実
真
が
入
寺
し
た
も
の
の
ほ
ど

な
く
享
禄
二
（
一
五
二
九
）
年
に
没
し
た
。
そ
の
た
め
、
証
如
の
外
祖
父
だ
っ
た
蓮

薄
が
天
文
四
年
に
入
寺
し
た
。
当
時
教
囲
内
の
重
鎮
だ
っ
た
蓮
淳
は
「
河
内
棟
梁
」

（
【
大
谷
本
願
寺
通
紀
巻
五
】
）
と
呼
ば
れ
た
と
い
い
、
ま
た
こ
れ
を
期
に
寺
号
が

顕
証
寺
と
改
め
ら
れ
た
と
い
う
。

O
寺
中
・
与
力
構
造

常
住
衆
的
存
在
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
の
が
既
述
の
慈
願
寺
で
あ
る
。

慈
願
寺
に
つ
い
て
は
「
先
日
御
坊
へ
以
書
状
令
申
候
時
、
可
申
候
処
ニ
干
今
在
京

之
由
申
候
間
無
其
儀
候
」

【
慈
願
寺
蔵
一
繁
元
害
状
】
と
あ
る
よ
う
に
、
御
坊
と
外
部

と
の
連
絡
窓
口
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
寺
侍
と
し
て
下

問
筑
後
守
頼
清
の
在
住
も
知
ら
れ
る
（
【
天
文
日
記
一
天
文
九

・
九
・
一
一
九
】

）。

と
こ
ろ
で
、
実
真
が
没
し
た
享
禄
二
（
一
五
二
九
）
年
に
蓮
淳
を
久
宝
寺
坊
へ
招
い

た
の
は
「
河
内
十
二
坊
」
と
呼
ば
れ
る
有
力
寺
院
で
あ
っ
た
【
大
谷
本
願
寺
通
紀
巻

五
】
。
「
河
内
十
二
坊
」
と
は
妙
楽
寺
（
藤
井
寺
市
小
山
）
、
明
教
寺
（
羽
曳
野
市
島
泉
）
、

真
蓮
寺
（
羽
曳
野
市
台
市
）
、
西
念
寺
（
羽
曳
野
市
古
市
）
、
覚
永
寺
（
羽
曳
野
市
西
浦
）
、

光
乗
寺
（
藤
井
寺
市
岡
）
、
元
勝
寺
（
羽
曳
野
市
蔵
之
内
）
、
西
警
守
（
千
早
赤
阪
村
森
阜
、

光
宗
寺
（
羽
曳
野
市
誉
回
）
、
正
光
寺
（
旧
美
原
町
黒
山
）
、
光
福
寺
（
太
子
町
春
日
）
、
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治
国
寺
（
松
原
市
）
を
指
す
。
こ
れ
ら
一
ニ
ク
寺
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
い

が
、
直
参
の
妙
楽
寺
や
蓮
如
下
付
の
方
便
法
身
草
像
を
所
蔵
す
る
西
楽
寺
が
含
ま

れ
て
お
り
、
中
河
内
か
ら
南
河
内
に
か
け
て
の
有
力
寺
院
集
団
と
し
て
久
宝
寺
坊

を
直
接
支
え
る
重
要
な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
相
違
な
い
だ
ろ
う
。
与
力
集
団
の

中
核
寺
院
、
あ
る
い
は
与
力
寺
院
の
筆
頭
的
存
在
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

な
お
、
与
力
の
実
態
に
つ
い
て
は
さ
き
の
史
料
3
が
参
考
と
な
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
本
願
寺
が
天
文
五
（
一
五
三
六
）
年
に
軍
事
動
員
を
か
け
た
際
、
慈
願
寺
が
「
久

宝
寺
あ
た
り
」
で
の
動
員
を
申
し
付
け
た
。
こ
れ
は
久
宝
寺
坊
が
退
転
し
て
い
る

時
期
の
出
来
事
で
あ
り
、
ま
た
慈
願
寺
は
久
宝
寺
在
の
寺
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
元

来
周
辺
地
域
へ
の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
世
段
階
の
手
次
関
係
と

し
て
確
認
し
う
る
慈
願
寺
の
手
次
寺
院
は
久
宝
寺
近
辺
に
は
少
な
く
、
南
河
内
か



（
岨
｝

ら
大
和
に
か
け
て
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ

で
慈
願
寺
が
果
た
し
た
役
割
は
久
宝
寺
坊
内
で
培
わ
れ
た
地
域
的
動
員
体
制
に
則

っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

O
管
轄
地
域

久
宝
寺
坊
は
中
河
内
所
在
だ
が
、
先
の
「
河
内
十
一
一
坊
」
は
中
i
南
河
内
地
域
に

厚
く
分
布
し
て
い
る
。
慈
願
寺
下
寺
院
の
分
布
な
ど
も
参
考
に
す
る
と
、
久
宝
寺
坊

の
主
力
地
盤
は
中
河
内
か
ら
南
河
内
地
域
だ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

v 
枚
方
坊

（

岨

｝

（

岨

）

枚
方
坊
に
か
か
わ
っ
て
は
鍛
代
敏
雄
氏
と
草
野
顕
之
氏
の
研
究
が
あ
る
が
、
と

こ
で
は
一
家
衆
寺
院
と
し
て
の
検
討
を
加
え
た
草
野
氏
の
成
果
に
拠
り
な
が
ら
そ

の
概
要
を
述
べ
て
み
た
い
。

0 
動
向

摂河泉における晩国期本願寺の地域編成について〔大津〕

そ
の
濫
簡
に
つ
い
て
は
永
正
一
五
（
一
五
一
四
）
年
創
設
と
す
る
説
も
あ
る
が
明

（
日
咽
）

【
細
川
両
家
記
一
事
禄
二
・
一
・
ニ
が
そ
の

ら
か
で
な
く
、

「
河
内
枚
方
の
道
場
」

前
身
に
あ
た
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
永
禄
二
三
五
五
九
）
年
に
な
っ
て
一

家
衆
の
実
従
が
入
寺
し
、

一
門
寺
院
と
し
て
の
格
付
け
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
に
天
文
一
五
（
一
五
回
六
）
年
に
は
宮
因
坊
・
出
口
坊
と
と

も
に
淀
川
沿
い
の
関
所
と
の
折
衝
役
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
階
で
富

因
坊
・
出
口
坊
に
近
い
機
能
が
も
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
し

か
し
、
実
従
が
入
寺
す
る
ま
で
は
本
顧
寺
一
一
族
が
寺
主
と
な
っ
た
形
跡
は
み
ら
れ

ず
、
そ
の
聞
の
具
体
像
は
不
明
で
あ
る
。

O
寺
中
・
与
力
構
造

ま
ず
寺
中
構
造
で
あ
る
が
、
永
禄
二
年
以
降
に
な
る
と
殿
原
、
中
居
、
中
間
・

下
部
、
あ
る
い
は
御
堂
衆
と
い
っ
た
人
び
と
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
章

野
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
基
本
的
に
大
坂
本
願
寺
の
そ
れ
に
準
じ
た
も
の
と
み

ら
れ
、
御
坊
の
基
本
的
構
造
と
い
え
よ
う
。

与
力
関
係
と
し
て
は
西
光
寺

（京
九
条
）
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
西
光
寺

は
大
坂
本
願
寺
の
常
住
衆
・
御
堂
衆
に
任
ぜ
ら
れ
る
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
寺

基
は
京
都
に
あ
っ
て
枚
方
か
ら
は
距
離
が
あ
る
。
必
ず
し
も
隣
接
地
域
に
限
ら
な

い
与
力
寺
院
の
存
在
形
態
は
在
日
さ
れ
よ
う
。

O
管
轄
地
域

与
力
寺
院
の
西
光
寺
を
別
に
す
れ
ば
、
枚
方
坊
の
門
徒
団
の
分
布
は
史
料
上
、

枚
方
坊
を
中
心
と
し
た
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
お
さ
ま
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
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る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
順
奥
寺
と
直
接
寺
檀
関
係
を
持
つ
門
徒
回
の
場
合
で
あ
り
、

与
力
集
団
の
状
況
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
次
第
で
管
轄
地
域
の
広

狭
は
違
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
枚
方
坊
の
西
に
出
口
坊

が
あ
る
こ
と
や
西
光
寺
の
存
在
を
考
え
る
と
、
管
轄
地
域
は
北
河
内
か
ら
東
方
に

広
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

羽

堺
坊

O
動
向
堺
に
は
蓮
如
自
ら
の
院
号
を
も
っ
「
山
口
信
証
院
」

【
願
行
寺
蔵
一
九
字
名
号
裏

書
】
が
存
在
し
た
。
本
院
は
文
明
人
（
一
四
七
六
）

i
九
年
、
道
顕
が
寄
進
し
た
地

に
創
設
さ
れ
た
と
い
い
、
生
前
に
堺
を
し
ば
し
ば
訪
れ
た
蓮
如
の
活
動
操
点
で
あ

｛

岨

）

っ
た
。
蓮
如
の
没
後
は
実
賢
に
よ
る
大
坂
・
堺
の
両
坊
相
続
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、
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ま
た
そ
の
後
も
実
従
の
入
寺
が
検
討
さ
れ
た
が
実
現
せ
ず
【
山
科
御
坊
事
井
英
時
代

事
】
、
結
局
、
本
願
寺
一
族
の
本
格
的
な
入
寺
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

他
の
御
坊
同
様
に
天
文
一
向
一
撲
の
影
響
で
退
転
し
た
が
、
天
文
五
（
一
五
三

六
）
年
に
は
納
帳
が
証
如
に
届
け
ら
れ
て
お
り
【
天
文
日
記
一
天
文
五
・
二
・
一
】
、

実
質
的
な
活
動
は
早
く
に
再
開
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
同
年
間
一

O

月
に
は
再
建
が
指
示
さ
れ
て
い
る
が
【
天
文
日
記
一
天
文
五
・
問
一

0
・
二
九
】
、
御

堂
完
成
は
天
文
一
七
年
と
時
聞
を
要
し
た
【
天
文
日
記
一
天
文
一
七
・
九
・
九
】
。
そ

し
て
岡
三

O
年
に
諸
公
事
免
許
状
が
細
川
晴
元
よ
り
到
来
し
、
安
堵
を
回
復
し
た

【
天
文
日
記
一
天
文
二
0
・
＝
了
一
二
O
】。

O
寺
中
・
与
力
構
造

常
住
衆
的
立
場
に
あ
っ
た
の
が
，
堺
三
坊
主
u

と
呼
ば
れ
た
真
宗
寺
、
慈
光
寺
、

善
教
寺
で
あ
っ
た
。

【
史
料
5
】
堺
三
坊
主
慈
光
寺
由
緒
書

（
一
五
八
一
一
一
）
年

天
正

堺
の
御
坊
に
於
て
コ
一
坊
主
の
規
模
成
る
事
其
数
あ
り
、
御
坊
御
境
内
に
三
坊

の
多
屋
を
建
、
多
屋
守
を
置
キ
、
則
御
坊
の
火
番
役
を
為
仕
、

皆
蓮
如
上
人
よ
り
御
札
民
一
一
一
坊
主
へ
預
ケ
置
セ
ら
る
、
御
消
息
の
故
な
り
、

（
中
略
）
、
是

こ
の
三
ヶ
寺
が
寺
中
に
多
屋
を
構
え
、
御
坊
の
役
を
勤
仕
し
て
い
た
様
子
が
う

か
が
わ
れ
る
。

衆 ま
御た
与天
力文
衆a二
Lー）＝＝
が（
畳一
五
場宥
す函

モ年
堺
-H: 証

定型
は話

番立
時
寺の

暴露
生 iミ
亡扉
な御
か坊
っ御
た留
た守

め
、
普
段
は
寺
主
の
立
場
に
あ
た
る
人
物
が
在
寺
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
代
理
と

な
る
存
在
が
留
守
衆
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
与
力
衆
に
つ
い
て
も
こ
れ
以
上

に
は
手
が
か
り
が
な
い
。
な
お
、
少
し
さ
か
の
ぼ
る
が
、
大
永
五
（
一
五
二
五
）
年

に
は
「
堺
寺
内
衆
」
も
確
認
で
き
る
【
実
如
閑
維
中
陰
記
】
。
こ
の
寺
内
衆
は
堺
御

坊
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
寺
内
に
居
住
す
る
門
徒
集
団
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

O
管
轄
地
域

堺
坊
の
北
側
に
位
置
し
た
御
坊
は
大
坂
坊
と
な
る
の
で
、
ま
ず
は
大
坂
坊
と
の

境
界
区
域
を
考
え
て
み
た
い
。
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
す
で
に
大
坂
坊
が
姿
を

消
し
た
永
禄
六
（
一
五
六
二
一
）
年
の
史
料
と
な
る
が
、
顕
如
が
堺
へ
と
下
向
し
た
際

の
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
坂
本
願
寺
か
ら
阿
倍
野
ま
で
は
大
坂
寺
内

衆
が
先
頭
に
立
ち
、
そ
こ
か
ら
堺
ま
で
は
阿
倍
野
へ
迎
え
に
来
た
「
堺
衆
・
三
坊

（
岨
）

主
衆
」
が
先
導
し
た
と
あ
る
【
永
禄
六
年
顕
如
堺
御
成
記
】
。
こ
れ
以
外
に
は
史
料
が

見
当
た
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
一
帯
を
堺
坊
と
大
坂
坊
の
境
界
を
考
え
る
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目
安
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

一
方
、
南
側
の
境
界
に
つ
い
て
は
、
後
述
の

よ
う
に
海
塚
坊
の
与
力
が
和
泉
一
回
だ
っ
た
と
す
る
史
料
が
あ
る
の
で
、
少
な
く

と
も
海
塚
坊
成
立
後
は
堺
以
北
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
が
、
堺
坊
に
遅
れ
て
創
設
さ
れ
た
海
塚
坊
に
和
泉
国
一
国
が
委
ね

ら
れ
た
と
す
る
と
、
和
泉
固
に
お
け
る
堺
坊
な
ど
の
統
率
機
能
は
必
ず
し
も
十
分

で
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

百

岡
山
坊

〔関｝

現
在
の
岸
和
田
市
岡
山
町
に
旧
地
の
あ
る
岡
山
坊
に
つ
い
て
は
『
岸
和
田
市
星

で
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
つ
つ
述
べ
て
み
た
い
。

O
動
向
岡
山
坊
に
関
す
る
中
世
史
料
は
ま
っ
た
く
乏
し
く
、
「
岡
山
坊
」
の
名
が
確
認
で



き
る
中
世
の
一
次
史
料
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
永
正
一
一
（
一

五
O
五
）
年
に
実
如
か
ら
岡
山
講
あ
て
に
下
付
さ
れ
た
親
鷺
絵
像
が
現
存
し
て
お

り
、
ま
た
そ
の
二
年
前
の
文
亀
三
（
一
五
O
三
）
年
に
下
付
さ
れ
た
本
尊
の
方
便
法
身

尊
像
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
方
便
法
身
尊
像
の
裏
書
の
所
付
は
「
岡
山
」
で
あ
り
、
願

た主
講部
の令
中は
や痛
ずみ

京支
岡 'f-
山く

努ま
つ・ー
の

た 確と 認
推 す測
身ら

れき
モ芸
、i b‘ 
甚句
の

霜れ
呆ら
"" ＋.宮

所安
困置
会aさ
』 v れ

に
よ
れ
ば
、
三
好
氏
が
畠
山
氏
と
攻
防
を
繰
り
広
げ
た
際
に
岡
山
坊
に
鑑
っ
た
た

め
畠
山
氏
の
手
で
放
火
さ
れ
た
と
い
い
、
さ
ら
に
天
正
人
（
一
五
八
O
）
年
に
も
松

浦
安
太
夫
・
日
蓮
宗
徒
ら
に
よ
っ
て
焼
き
討
ち
に
さ
れ
、
以
後
再
建
さ
れ
な
か
っ

た
と
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
本
願
寺
一
族
が
入
寺
し
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。

O
寺
中
・
与
力
構
造

こ
の
件
を
検
討
す
る
手
が
か
り
は
中
世
史
料
で
は
見
出
せ
な
い
が
、
岡
山
講
は

摂河泉における晩国期本願寺の地域編成について〔大津〕

近
世
以
降
も
存
続
し
て
お
り
、
そ
の
構
成
員
は
周
辺
人
ヵ
村
に
広
が
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
中
心
寺
院
と
そ
の
所
在
地
は
額
原
村
浄
行
寺
、
大
町
村
円

勝
寺
、
田
治
米
村
正
調
寺
、
尾
生
村
浄
念
寺
、
箕
土
路
村
浄
福
寺
、
新
在
家
村
円

満
寺
、
三
田
村
西
教
寺
、
摩
湯
村
正
願
寺
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
浄
行
寺
・

浄
念
寺
は
永
正
二
コ
（
一
五
二
ハ
）
年
の
中
奥
あ
る
い
は
開
創
、
円
勝
寺
は
大
永
三

（
一
五
二
三
）
年
の
開
創
と
伝
え
て
お
り
、
お
そ
ら
く
集
落
単
位
で
寺
院
（
道
場
）

を
中
心
に
結
集
し
た
門
徒
集
団
が
岡
山
講
を
形
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
与
力
衆
に

闘
す
る
情
報
は
確
露
で
き
な
い
。

O
管
轄
地
域

上
記
検
討
に
よ
れ
ば
、
岡
山
坊
を
支
え
る
基
本
集
団
の
展
開
地
域
は
ご
く
近
い

周
辺
の
村
落
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
近
世
史
料
に
よ
れ
ば
浄
念
寺
は
浄
行
寺

の
末
寺
な
の
で
、
各
寺
院
の
本
末
関
係
も
近
隣
地
域
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
か
ら
判
断
す
る
と
、
岡
山
坊
は
実
如
に
従
っ
た
直
参
門
徒
の
結
集
拠
点
と
し

て
誕
生
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
枠
を
超
え
た
地
域
的
拠
点
へ
の
展
開
と
い
う
動
き

は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

唖

海
（
貝
）
塚
坊

（留｝

海
塚
坊
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
沿
っ
て
概
要
を

記
し
て
お
き
た
い
。

O
動
向
天
文
一
九
（
一
五
五
O
）
年
四
月
、
証
如
は
紀
伊
国
の
御
坊
を
訪
問
す
る
旅
の
行

（隠）

き
国
滑
り
に
海
塚
へ
立
ち
寄
っ
た
【
証
如
上
人
紀
州
下
向
記
写
】
。
こ
の
時
証
如
は
、
育

-35一

野
↓
「
な
か
の
」

（
河
内
長
野
）
↓
「
か
い
つ
か
」
↓
深
日
↓
黒
江
御
坊
↓
「
へ
い

つ
い
嶋
」
↓
清
水
↓
黒
江
↓
「
か
い
つ
か
」
と
い
う
ル

l
ト
を
た
ど
っ
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
年
の
人
月
に
証
如
が
本
尊
の
方
便
法
身
尊
像
を
海
塚
に

下
し
た
こ
と
で
あ
る
【
原
泉
寺
蔵
】
。
現
在
、
本
像
の
裏
書
に
は
「
顧
主
釈
了
珍
」

と
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
部
分
は
追
筆
で
あ
り
、
本
来
は
所
付
ま
で
し
か
害
か
れ
て

い
な
い
裏
書
だ
っ
た
。
こ
れ
は
御
坊
の
寺
主
は
本
願
寺
主
が
兼
ね
る
と
い
う
理
屈

か
ら
生
ま
れ
た
形
式
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
、
海
塚
が
御
坊
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語

る
有
力
な
根
拠
と
な
る
。
も
っ
と
も
、

「
海
塚
坊
」
の
名
の
初
見
は
慶
長
一
一
一
（

六
O
七
）
年
の
「
海
塚
之
坊
」

【
願
泉
寺
蔵
一
親
鷲
絵
像
裏
書
】
と
や
や
下
る
が
、

御

覚

【
顕
泉
寺
歳
】
で
は
「
和
泉
之
国
民
塚
寺
内
ハ
天
文
二
四
年
三
月
岸
和
田
兵
衛

大
夫
存
知
之
時
大
坂
御
門
跡
之
儀
と
し
て
と
り
た
て
申
候
事
」
と
し
て
、
貝
塚
が
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本
願
寺
並
み
の
寺
内
だ
っ
た
こ
と
が
一
示
さ
れ
て
お
り
、
御
坊
と
し
て
の
格
付
け
を

有
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

の
ち
、
天
正
一
一
（
一
五
人
一
二
）
年
か
ら
同
一
三
年
ま
で
は
本
願
寺
が
当
寺
に
存
在

し
た
が
、
そ
の
前
後
を
含
め
本
願
寺
一
族
が
当
寺
の
寺
主
と
な
っ
た
形
跡
は
な
い
。

O
寺
中
・
与
力
構
造

天
文
二
三
三
五
五
回
）
年
、
証
如
の
葬
礼
の
た
め
大
坂
本
願
寺
を
訪
れ
、
非
時

に
参
加
し
た
の
が
「
い
つ
ミ
か
い
塚
藤
右
衛
門
・
同
御
与
力
衆
」

【
証
如
宗
主
御
葬

礼
弁
誇
年
忌
記
】
だ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
海
塚
の
代
表
者
は
「
藤
右
衛
門
」
で

あ
り
、
ま
た
与
力
衆
も
存
在
し
た
。
葬
礼
に
参
加
し
た
「
藤
右
衛
門
」
は
証
如
に

方従
つ
藤た
右直
衛参
門身

草令
俗あ
理り-, ＂、
は細
屋嘉
号取
主立
軸て
喉の
屋立
と~役

る霊
き二
塞た

著主
Z習
っ c

た~~

与
力
の
実
態
に
関
す
る
史
料
は
乏
し
い
が
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
、
織
田
信

長
軍
が
和
泉
攻
め
を
お
こ
な
っ
た
際
、
園
中
の
一
撲
が
員
塚
に
立
て
鑑
も
っ
て
い

る
（
「
十
六
日
、
和
泉
の
内
香
庄
御
陣
取
、
園
中
の
一
授
、
貝
塚
と
云
ふ
所
海
手
を
拘
へ
、

A

お｝

【
原
本
信
長
記
】
）
。
和
泉
園
内
の
一
撲
が
信
長
軍
に
対
抗
す

舟
を
引
付
け
楯
鑑
り
」

る
た
め
員
塚
に
龍
っ
た
と
す
る
こ
の
記
事
は
多
少
の
誇
張
を
含
む
か
も
し
れ
な
い

が
、
員
塚
に
集
結
し
た
と
い
う
こ
と
は
こ
の
地
の
重
要
性
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、

実
際
に
は
御
坊
の
所
在
地
だ
っ
た
こ
と
が
一
授
の
集
結
し
た
大
き
な
理
由
だ
っ
た

と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
海
塚
坊
の
成
立
以
降
、
和
泉
圃
の
門
徒
・
寺

院
は
そ
の
与
力
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
み
な
し
て
お
き
た
い
。

O
管
轄
地
域

和
泉
一
国
の
門
徒
・
寺
院
を
海
塚
坊
の
与
力
と
推
定
し
た
が
、

一
方
で
日
根
郡

南
部
が
同
坊
の
管
轄
地
域
か
ら
外
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
も
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
天
文
一
九
（
一
五
五

O
）
年
、
証
如
は
紀
州
を
訪
問
し
た
が
、
紀
州

か
ら
貝
塚
へ
戻
る
際
、
紀
州
の
者
が
人
丁
醸
（
泉
佐
野
市
岡
本
）
お
よ
び
貝
塚
ま
で

随
行
し
て
き
た
と
い
う
【
証
如
上
人
紀
州
下
向
記
写
】
。
ま
た
他
の
事
例
で
は
、
石
山

合
戦
中
の
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
、
泉
南
か
ら
紀
北
に
か
け
て
の
門
徒
（
湊
惣
中
・

雑
賀
惣
中
・
岡
・
松
江
・
嘉
祥
寺
・
吹
（
深
）
弁
・
加
太
・
英
外
諸
浦
笹
岡
中
）
宛
て
に
本

（騎｝

願
寺
へ
の
上
番
を
求
め
た
文
書
が
伝
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
紀
州
の
御
坊
だ
っ

た
雑
賀
坊
（
現
鷺
森
別
院
）
に
伝
来
し
た
。
さ
ら
に
同
一
一
年
、
顕
如
が
紀
州
か
ら

貝
塚
へ
寺
基
を
移
転
さ
せ
た
際
、
膏
固
に
あ
た
っ
た
雑
賀
衆
が
嘉
祥
寺
お
よ
び
貝

A
R副
〕

塚
ま
で
随
伴
し
て
い
る
【
貝
塚
御
座
所
日
記
一
天
王
一
一
・
七
・
四
】
。
こ
れ
ら
か
ら

考
え
る
と
、
お
よ
そ
嘉
祥
寺
付
近
を
境
に
北
は
海
塚
坊
、
南
は
雑
賀
坊
が
管
轄
し
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て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
海
塚
坊
に
つ
い
て
は
設
置
時
期
が
堺
坊
の
再
興
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
時

期
と
重
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
天
文
一
一
（
一
五
回
二
）
年
に
は
、
奥

正
派
に
属
し
て
い
た
和
泉
国
南
部
の
中
心
寺
院
真
光
寺
が
本
坊
を
紀
州
へ
移
転
さ

〔国）

せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
み
る
と
、
天
文
一
向
一
援
後
、
和
泉
国
の
門
徒
・
寺

院
の
組
織
化
を
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
う
か
が
天
文
一

0
年
代
前
半
に
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
へ
の
対
応
策
と
し
て
海
塚
坊
の
設
置
（
与
力
の
設
定
）
、
お
よ
び
雑
賀

御
坊
と
の
所
管
地
域
の
調
整
が
困
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

（

3
）
小
括

以
上
、
御
坊
の
実
態
と
そ
こ
へ
の
結
集
形
態
で
あ
る
与
力
の
状
況
に
つ
い
て
述



べ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
御
坊
に
つ
い
て
は
構
造
面
か
ら
分
類
し
た
場
合
、

一
門
・
一
族
（
宗
主
の
代
理
）
が
入
寺
し
中
核
と
な
っ
た
御
坊
（
大
坂
・
富
岡
・
出
口
・

久
宝
寺
・
永
禄
以
降
の
枚
方
・
堺
）
と
、
そ
う
し
た
人
び
と
と
は
無
縁
で
直
参
衆
を
中

心
に
創
建
さ
れ
た
御
坊
（
岡
山
・
海
塚
）
の
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ

ぅ
。
そ
し
て
、
前
者
の
ほ
と
ん
ど
が
蓮
如
以
来
の
歴
史
を
持
ち
摂
樟
・
河
内
に
置

か
れ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
実
如
期
以
降
で
、
し
か
も
和
泉
固
で
誕
生
す
る
と
い

う
違
い
を
み
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
摂
河
泉
と
い
う
地
域
で
み
た
場
合
、
御
坊
の
動
向
は
摂
樟
・
河
内

と
和
泉
と
で
は
同
一
で
な
い
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
堺
を
含
む
摂
樟
・
河
内
に
お

い
て
は
蓮
如
の
活
動
が
ベ

1
ス
と
な
っ
て
教
団
の
拠
点
と
な
る
御
坊
が
誕
生
し
た

の
に
対
し
、
和
泉
国
で
は
永
正
期
以
降
に
、

一
族
で
は
な
い
地
域
の
有
力
者
（
直
参

衆
）
を
核
と
し
て
誕
生
す
る
と
い
う
動
き
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

摂河泉における晩国期本願寺の地域編成について〔大津〕

こ
の
状
況
は
御
坊
を
支
え
る
与
力
体
制
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
ず
、
摂
樟
・
河
内
で
は
大
坂
坊
や
富
田
・
出
口
・
久
宝
寺
・
堺
の
各
坊
が
あ
り
、

管
轄
地
域
の
明
瞭
な
棋
引
き
は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
周
辺
地
域
を
中
心

に
与
力
を
編
成
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
大
坂
坊
が
永
正
の
錯
乱
の
際
に
摂
津
・

河
内
か
ら
与
力
を
集
め
た
と
さ
れ
る
の
は
、
大
坂
坊
の
与
力
に
加
え
、
久
宝
寺
坊

が
大
坂
坊
に
与
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
【
山
科
御
坊
事
井
其
時
代
事
】
、
広
範
に
河

内
の
門
徒
・
寺
院
衆
を
集
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

一
方
、
和
泉
で
は
堺
を
の
ぞ
く
と
蓮
如
段
階
で
は
本
願
寺
直
末
の
有
力
寺
院

門
徒
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
。
本
願
寺
教
団
に
と
っ
て
地
域
編
成
の
手
薄

な
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
、
永
正
期
に
は
直
参
衆
を
中
心
と
す
る

岡
山
坊
が
創
設
さ
れ
る
が
、
御
坊
と
し
て
の
発
展
は
み
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
、
証

加
の
段
階
に
な
っ
て
海
塚
に
直
参
衆
を
取
り
立
て
て
こ
こ
を
御
坊
と
し
、
雑
賀
坊

と
の
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
広
く
与
力
を
編
成
し
、
和
泉
聞
を
掌
握
す
る
体
制
を

つ
く
り
あ
げ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
海
塚
坊
の
誕
生
を
も
っ
て
戦
国
期
の
摂
河
泉
で
は
御
坊
に
よ
る
地

域
編
成
が
整
っ
た
と
い
い
え
よ
う
。

四

定
専
坊
に
み
る
本
願
寺
へ
の
結
集

以
上
、
摂
河
泉
に
お
け
る
三
種
の
結
集
形
態
を
み
て
き
た
。
寺
院
・
門
徒
衆
は

こ
れ
ら
の
形
態
を
介
し
て
本
願
寺
へ
と
結
集
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
実
際
に
は
こ
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れ
ら
が
同
じ
寺
院
・
門
徒
衆
の
な
か
で
同
時
か
つ
重
層
的
に
存
在
し
て
お
り
、
そ

れ
が
本
願
寺
に
よ
る
寺
院
・
門
徒
衆
の
編
成
を
堅
固
な
も
の
と
で
き
た
大
き
な
理

由
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
と
こ
で
は
そ
う
し
た
側
面
を
確
認
す
る
た
め
、
あ

る
ひ
と
つ
の
寺
院
に
着
目
し
、
寺
院
側
か
ら
み
た
本
願
寺
へ
の
結
び
つ
き
の
実
態

を
示
し
て
み
た
い
。
こ
の
作
業
・
を
お
こ
な
う
こ
と
で
一
層
本
願
寺
の
地
域
編
成
の

実
像
が
明
確
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
寺
院
は
、
す
で
に
何
度
も
壁
場
し
て
い
る
定
専
坊
で
あ
る
。

ま
ず
定
専
坊
を
め
ぐ
る
本
末
関
係
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
中
世
の
絵
像
裏
書
等
に

よ
れ
ば
本
願
寺
と
定
専
坊
の
聞
に
は
手
次
寺
院
は
な
く
、
定
専
坊
は
直
末
だ
っ
た

ょ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
定
専
坊
は
楠
正
成
を
祖
と
仰
ぐ
系
譜
を
有
し
て
い
る
。

そ
の
当
否
を
確
認
す
る
史
料
に
は
恵
ま
れ
て
い
な
い
が
、
手
次
寺
院
・
門
徒
が
淀
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川
流
域
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
系
譜
が
仏
光
寺
と
深
い
か
か
わ
り
を
伝

え
る
南
朝
と
の
つ
な
が
り
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
定
専
坊
は

も
と
も
と
仏
光
寺
の
法
流
に
属
し
て
い
た
可
能
性
が
高
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
定
専

坊
は
仏
光
寺
系
の
教
線
の
展
開
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
淀
川
流
域
に
お
い
て
手
次
寺

院
・
門
徒
を
束
ね
て
い
っ
た
も
の
と
想
像
で
き
よ
う
。
そ
の
後
、
定
専
坊
は
浄
顕

が
本
願
寺
第
七
代
存
如
に
従
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
摂
津

固
で
は
存
如
期
よ
り
本
願
寺
系
寺
院
の
聞
創
が
み
ら
れ
は
じ
め
た
と
す
る
既
述
の

動
向
と
合
致
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

と
こ
ろ
で
、
表
2
に
よ
れ
ば
定
専
坊
の
下
に
は
北
摂
地
域
を
中
心
に
西
摂
や
北

河
内
、
そ
し
て
一
部
中
河
内
ま
で
多
く
の
手
次
寺
院
・
門
徒
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
近
世
の
史
料
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
な
か
に
は
中
世
の
絵
像
を
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
も
散
見
さ
れ
る
ほ
か
、
前
述
の
と

お
り
す
で
に
蓮
如
期
に
お
い
て
「
浄
顕
ノ
衆
」
と
称
さ
れ
る
人
々
も
存
在
が
確
認

で
き
る
の
で
、
定
専
坊
の
手
次
寺
院
・
門
徒
が
早
く
か
ら
存
在
す
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
定
専
坊
が
戦
同
期
に
お
い
て
相
当
数
の
手
次
寺
院
・
門
徒
を
有
す
る
、

摂
津
を
代
表
す
る
有
力
寺
院
と
し
て
地
位
を
固
め
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
よ
う
。

定
専
坊
と
本
願
寺
の
直
参
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
ご
と
く
静
顕
と
蓮
如
の

関
係
が
確
認
で
き
る
が
、
定
専
坊
が
存
如
期
に
本
願
寺
に
従
っ
た
と
す
る
と
、
存

如
期
か
ら
そ
う
し
た
関
係
が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
し
て

そ
れ
以
後
、
定
専
坊
が
歴
代
宗
主
と
の
聞
に
宜
参
関
係
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
は
、

蓮
如
・
実
如
・
証
如
の
各
絵
像
が
伝
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

た
、
石
山
合
戦
時
の
天
正
八
年
（
一
五
人
O
）
閏
三
月
二
五
日
に
は
顕
如
が
定
専
坊

の
了
顕
宛
て
に
忠
節
を
催
促
す
る
書
状
を
直
接
送
っ
て
い
る
【
定
専
坊
蔵
一
顕
如
書

状
】
。
大
抵
退
去
を
め
ぐ
る
混
乱
の
時
期
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
本
願
寺
宗
主

に
よ
る
書
状
の
存
在
は
両
者
の
緊
密
な
関
係
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
と
り
も
な

お
き
ず
直
参
関
係
に
由
来
す
る
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
う
し
て
定
専
坊
は
戦

園
期
を
通
じ
て
直
参

ま
を
保
ち
続
け
た
の
．で

あ
マコ
た

最
後
に
、
定
専
坊
が
大
坂
御
坊
の
中
枢
部
に
あ
っ
て
地
域
編
成
の
最
前
践
で
活

動
し
た
側
面
に
注
目
し
た
い
。
定
専
坊
は
一
一
般
門
末
の
よ
う
に
与
力
と
い
う
形
で

一
時
的
に
動
員
さ
れ
る
立
場
で
は
な
く
、
大
衷
六
人
坊
主
の
一
員
と
し
て
御
坊
を

支
え
運
営
す
る
側
に
あ
っ
た
点
で
重
要
で
あ
る
。
実
際
に
担
っ
た
機
能
は
多
様
だ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
本
稿
の
関
心
で
は
と
り
わ
け
地
域
編
成
に
か
か
わ
っ
た

点
が
注
目
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
定
専
坊
は
大
坂
の
近
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郷
で
軍
事
動
員
を
お
こ
な
っ
た
事
例
が
知
ら
れ
る
ほ
か
、
定
専
坊
に
伝
来
し
て
い

る
天
正
八
年
（
一
五
八
O
）
閏
四
月
二

O
日
付
け
顕
如
書
状
が
注
目
さ
れ
る
【
定
専

坊
蔵
一
顕
如
書
状
】
。
こ
れ
は
大
坂
退
去
直
後
に
顕
如
が
忠
節
を
求
め
て
発
し
た
も

の
だ
が
、
そ
の
宛
所
が
摂
州
坊
主
衆
中
・
門
徒
衆
中
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
宛
所
を
も
っ
文
香
が
定
専
坊
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
は
、
定
専
坊
が
摂
浄
国

に
お
け
る
、
の
ち
で
い
う
触
顕
的
な
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
や
史
料
の
存
在
か
ら
考
え
る
と
、
定
専
坊
は
大
坂

坊
に
お
い
て
摂
津
国
の
門
末
を
統
括
す
る
立
場
（
河
内
国
は
光
徳
寺
か
）
に
あ
っ
た

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
、
っ
か
。

き
て
、
定
専
坊
は
天
文
五
（
一
五
三
六
）
年
に
榎
並
困
ケ
所
の
路
次
で
武
家
が
狼

議
を
働
い
た
際
、
光
徳
寺
と
と
も
に
そ
の
対
応
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
実



文
日
記
一
天
文
五
・
五
・
二
七
】
。
こ
う
し
た
在
地
で
の
諸
勢
力
と
の
交
渉
・
調
整
と

い
う
役
回
り
も
地
域
門
末
の
編
成
に
か
か
わ
る
重
要
な
活
動
の
一
部
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
も
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
本
願
寺
と
武
家
と
の
交
渉

に
お
い
て
定
専
坊
が
果
た
し
た
仲
介
的
機
能
で
あ
る
。

【
史
料
6
】
天
文
日
記

天
文
一
三
年
間
正
月
一
一
六
日
条

従
明
石
左
京
亮
祐
行
為
音
信
、
太
万
百
疋
、
杉
原
三
束
来
、
使
者
与
力
保
田

小
兵
衛
差
上
之
、
先
日
者
以
安
東
雌
申
入
候
、
久
不
申
と
て
如
此
、
安
東
者

案
内
ニ
来
云
々
、
頼
資
按
露
、

【
史
料
7
】
明
石
祐
行
書
状
（
天
文
二
二
年
）
閏
正
月
二
二
日

定
専
坊
文
書

年
甫
之
賀
慶
珍
重
々
々
、
更
不
可
有
休
期
候
、
何
院
家
証
御
礼
申
よ
候
、
可
令

如
何
候
哉
、
下
聞
大
蔵
大
夫
殿
迄
以
一
札
令
申
候
所
、
可
然
様
御
指
南
可
為

本
望
候
、
尤
細
々
一
月
申
入
処
、
当
固
依
錯
乱
無
音
之
段
、
非
自
由
候
、
近
日
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者
愛
元
先
無
事
趣
候
条
、
似
相
之
儀
在
之
者
、
可
令
馳
走
候
、
随
而
太
刀
一

腰
送
進
候

喜

議
計
候

型
'9:: 
藤
忠
兵
衛
可
申
候

恐
々
謹
言

潤
正
月
廿
二
日

祐
行
（
花
押
）

定
専
坊
床
下

本
願
寺
の
外
交
権
は
基
本
的
に
宗
主
が
掌
握
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
明
石
氏
が

本
願
寺
と
音
信
を
交
わ
す
際
に
定
専
坊
に
本
願
寺
へ
の
接
触
方
法
に
つ
い
て
助
言

を
求
め
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
本
願
寺
と
武
家
が
接
触
す
る
際
に
は
そ
の
問

に
立
つ
寺
院
の
存
在
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
石
氏
と
定

専
坊
の
接
触
は
こ
れ
ら
の
史
料
以
外
に
は
確
認
で
き
な
い
が
、
明
石
氏
の
本
貰
地

が
摂
樟
に
接
す
る
東
播
磨
で
あ
る
の
に
対
し
、
定
専
坊
は
西
摂
に
手
次
寺
院
が
あ

っ
た
ほ
か
、
大
坂
坊
が
摂
棒
固
を
管
轄
す
る
な
ど
両
者
は
近
接
地
に
あ
っ
た
こ
と

そか
れら
が
本こ
願の
寺地
の域
外に
交お
をけ
支る

i. i 
での

f i 元前
の提
~に
は武
か家

かと
ろの
つ 1型
か§係
。－が
成
立
し

以
上
の
よ
う
に
、
定
専
坊
は
手
次
寺
院
が
摂
津
（
特
に
北
摂
l
西
摂
）
に
多
数
存

在
す
る
こ
の
地
域
き
つ
て
の
有
力
寺
院
で
あ
り
、
当
地
に
大
き
な
地
縁
関
係
を
築

い
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
う
え
に
大
援
坊
に
あ
っ
て
摂
韓
国
の
与
力
動
員
を

お
こ
な
う
な
ど
、
地
域
編
成
の
最
前
線
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
岡
地
域
に
お
い
て
武

家
な
ど
と
接
す
る
機
能
を
持
っ
た
の
も
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
定
専
坊
の
性
格
と
捜
能
は
相
互
に
密
接
に
か
か
わ
り
、
補
完
し

あ
い
な
が
ら
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
最
終
的
に
本
願
寺
を
支
え
る

構
造
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
煩
頑
と
な
っ
た
が
職
国
期
の
摂
河
泉
に
お
け
る
本
願
寺
の
末
寺
・
門
徒

の
編
成
を
三
つ
の
結
集
形
態
を
軸
に
分
析
し
、
そ
の
実
態
を
違
べ
て
み
た
。
そ
の

内
容
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
こ
の
三
つ
の
固
で
は
蓮
如
以

前
の
状
況
は
似
通
っ
て
い
た
も
の
の
、
蓮
如
以
降
に
な
る
と
摂
津
・
河
内
と
和
泉

と
で
は
相
違
す
る
点
が
多
く
、
特
に
御
坊
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
大
き
な
違
い

が
み
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
御
坊
の
問
題
は
そ
の
直
前
に
お
け
る
本
願

寺
教
団
の
展
開
の
状
況
の
違
い
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
、
今
回
は
御
坊
を
通
し

て
各
地
域
に
お
け
る
本
願
寺
教
団
の
展
開
お
よ
び
地
域
編
成
の
あ
り
か
た
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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ま
た
最
後
に
定
専
坊
を
手
が
か
り
に
地
域
の
有
力
寺
院
が
本
車
寺
に
ど
の
よ
う

な
形
で
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
定
専
坊
は
先

の
三
つ
の
形
態
を
重
層
的
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
で
本
願
寺
教
団
の
一
翼
を
担
っ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
残
さ
れ
た
課
題
は
少
な
く
な
い
。
今
回
は
教
囲
内
の
議
論
に
終

始
し
た
が
、
具
体
的
事
例
に
即
し
た
本
末
関
係
や
与
力
の
実
態
は
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
摂
河
泉
以
外
の
地
域
と
の
比
較
も
か
な
わ
な
か

っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
教
団
内
に
と
ど
ま
ら
ず
地
域
社
会
の
な
か
で
視

野
を
広
く
検
討
す
べ
き
課
題
で
も
あ
る
。
今
後
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

【註】
（1
）
金
飽
静
「
耳
目
香
丞
考
」
「
名
古
屋
大
学
日
本
史
治
主
上
巻
古
川
弘
文
館

一
九
七
五
年
、
「
畿
圏
期
本
願
寺
支
配
也
恨
の

一
考
察
」
「
年
報
中
世
史
研
究
』
創
刊

号

一
九
七
六
年
、
「
喰
園
時
代
の
本
願
寺
内
衆
下
関
氏
」

『
名
古
屋
大
学
文
学
締

諭
集
」
史
学
二
四
一
丸
七
七
年
。

（
2
）
早
島
有
猿
「
臓
周
期
本
願
寺
に
お
け
る
『
頭
』
考
｜
勤
仕
の
性
格
と
問
題
情
況
｜
」

「
真
宗
研
包
第
一
一
六
瞬
一
九
人
二
年
。

（3
）
草
野
顕
之
『
験
回
期
本
願
寺
教
団
史
の
研
究
』
法
蔵
館
三

O
O四
年
。
金
纏
静

「
一
向
一
授
槍
』
吉
川
弘
文
館
二

O
O四
年
。

（4
）
小
谷
利
明

「儀
内
職
園
期
守
護
と
地
域
社
会
』
清
文
堂
二

0
0＝一年。

（5
）
注
（
4
）
小
谷
前
園
調
書
一
人
七
i
一
人
人
買
。

（
6
）
石
田
晴
男
「
験
園
期
の
本
願
寺
の
社
会
的
位
置
」

「
薄
座
蓮
釦
第
三
巻
』
平
凡
社

一
九
九
七
年
。
注
（
3
）
金
組
前
掲
書
。
『
寺
内
町
の
研
究
第
三
巻
地
績
の
中
の
寺

内
町
」
｛
峰
岸
純
夫
・
脇
岡
修
監
修
、
大
湾
研
一
・
仁
木
宏
編
集
法
歯
周
館
一
九
九
人

年）

（7
）
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

『増
補
改
訂
本
願
寺
星
第
一
巻

（8
）
注
（
3
）
金
歯
周
氏
前
掲
舎

一一一
一－
一頁。

二
O

－O年。

〈9
）
日
野
照
正
『
摂
律
園
真
宗
測
展
皐
同
期
社

－
九
人
六
年
。
ま
た
、
草
野
顕
之
「
益

如
上
人
と
大
阪
・
北
摂
」
（
「
蓮
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
・
開
基
四
百
年
記
念
法
要

記
念
総
茨
木
御
堂
』
真
宗
大
谷
派
茨
木
別
院

二
O
O二
年
。
の
ち
「
大
坂
・
北
摂
の

真
宗
数
回
」
と
改
題
し
、
伺
氏

『真
宗
教
団
の
地
域
と
歴
史
」
清
文
堂
二

O
一
O
年

に
再
収
）
も
参
照
の
こ
と
。

（
m）
「
存
覚
一
期
記
」
「
存
覚
上
人
－
期
記
存
覚
上
人
袖
日
記
』
同
朋
社
一
九
八
一
一

年
。
以
下
、
出
典
は
同
じ
。

（
日
）
「
存
覚
袖
日
記
」

『同
前
」
。
以
下
、
出
典
は
同
じ
。

（
臼
）
注
（
9
）
日
野
氏
前
掲
香
一
九
頁
。

（
臼
）
日
野
照
正
「
初
期
真
宗
の
展
開
｜
河
内
聞
の
場
合
｜
」
『
仲
尾
俊
博
先
生
古
稀
記
念

偶
数
と
社
会
」
永
田
文
邑
金
一
九
九
O
年。

（M
）
「
反
古
裏
書
」

『真
家
史
料
集
成
』
第
二

巻

阿
朋
社

一
九
八
三
年

（M
M
）

「
堺
市
史
史
料
」
堺
市
立
中
央
図
書
館
蔵

（時）

「
真
光
寺
由
緒
書」

『
田
尻
町
史
歴
史
編
』
回
尻
町

二
O
O六
年

（
η
）
「
大
谷
本
願
寺
通
紀
巻
二
」
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
八
巻
同
朋
社
一
九
八
三
年

（
渇
）
注
（
7
）
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
事
補
改
訂
本
願
寺
皐

（mm
）
「
第
八
祖
御
物
置
岡
空
普
聞
書
」
〈
注
（
M
）
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻）

（
鈎
）
注
（
2
）
早
島
諭
文
。

（
幻
）
「
天
文
日
記
」
『真
宗
史
料
集
成
』
第
三
巻
同
朋
社
一
九
人
＝
一年
。
以
下
、
出
典
は
同
じ
。

（
怨
）
金
歯
静
『
蓮
如
上
人
の
風
景
」
本
願
寺
出
版
社

一
九
九
八
年

（
幻
）
注
（
2
）
早
島
氏
前
掲
論
文
。

（
担
）
「
大
谷
本
願
寺
通
紀
巻
こ
に
「
河
内
小
山
妙
楽
寺
、
素
為
天
台
宗
、
回
剤
師
［
縛

知
］
入
真
宗
、
以
故
毎
年
四
月
二
十
四
日
忌
、
本
山
賜
斎
於
妙
楽
寺
門
徒
三
人
」
と

あ
る
（
注
（
げ
）

『真
宗
史
料
集
成
」
第
八
巻
）
。

（
お
）
「
蓮
如
上
人
御
一
期
記
」
七
七
（
注
（
比
）
『
真
宗
史
料
集
成
」
第
二
巻
）

（
お
）
「
御
文
」
明
応
七
年
間
一
O
月
下
旬
付
（
稲
葉
昌
丸
編
『
蓮
如
上
人
遺
文
」
一

五
六

号
法
蔵
品
開

一
九
人
三
年
）
。
以
下
、
「
御
文
」
の
出
典
は
同
じ
。

（幻｝

「実
如
閣
綾
中
陰
記
」
（
注
（
M
）
『
真
宗
史
科
集
成
』
第
二
巻
。
以
下
、
出
典
は
同
じ
）

〈
お
）
注
（
3
）
草
野
田
圃
之
『
畿
圏
期
本
願
寺
教
団
史
の
研
究
」

（
却
）
『
岸
和
田
市
史
第
3
巻
近
世
編
』
岸
和
田
市
ニ

O
O
O年

（
鈎
）
注
（
時
）

『
田
尻
町
史
歴
史
編
』
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（
泊
）
注
（
4
）
小
谷
『
畿
内
臓
固
期
守
護
と
地
域
社
会
』

（
認
）
「
拾
塵
記
」
（
注
（
H
）
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
）

（
担
）
「
実
悟
旧
記
」
（
注
（
M
）
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
三
巻
）

（
鎚
）
「
山
科
御
坊
事
弁
其
時
代
事
」
（
注
（
U
）
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
三
一
巻
。
以
下
、

間
典
は
同
じ
）
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
他
の
御
坊
の
動
向
に
も
か
か
わ
る
た
め
、

長
文
と
な
る
が
関
連
部
分
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

一
、
蓮
如
上
人
御
七
年
ハ
隣
国
も
関
に
て
各
上
洛
申
、
あ
り
か
た
く
候
き
、
八
年
に
成
候

明
の
年
ハ
錯
乱
出
来
候
、
そ
れ
ハ
永
正
三
年
也
、
越
前
回
一
羨
お
こ
り
候
、
河
内
国
錯
乱

い
て
き
、
そ
れ
に
大
坂
に
ハ
兄
に
て
候
宰
相
実
賢
住
持
に
て
侯
つ
る
か
、
不
慮
の
申
事

出
来
、
大
抵
五
人
坊
主
以
下
牢
人
の
事
に
候
つ
る
、
英
樹
以
来
当
宗
御
門
弟
の
坊
主
衆

以
下
具
足
か
け
始
め
た
る
事
に
て
候
、
（
中
略
）

一
、
永
正
三
年
に
細
河
右
京
大
夫
政
元
と
畠
山
上
捻
守
、
、
と
中
わ
ろ
く
成
て
、
河
内
国

誉
回
の
城
を
政
元
せ
め
ら
れ
け
る
に
、
い
か
に
も
城
よ
く
て
不
成
け
り
、
程
ふ
る
ま
、

に
、
何
者
の
い
ひ
け
る
事
や
覧
、
河
内
棒
の
閏
の
本
願
寺
門
徒
を
陣
立
さ
せ
て
此
減
を

責
ハ
、
た
ち
ま
ち
可
被
得
勝
利
、
と
政
元
に
い
ひ
け
る
程
に
、
政
一
元
同
心
あ
り
、
山
科

殿
へ
政
元
ま
い
り
給
ひ
、
門
徒
の
坊
主
逮
井
惣
門
徒
に
出
障
さ
せ
て
給
り
候
へ
、
と
申

さ
せ
給
ふ
、
其
時
ハ
実
如
上
人
の
御
返
事
に
ハ
、
中
々
左
様
の
事
仕
付
ぬ
身
と
申
、
門

徒
も
の
に
左
様
の
事
ハ
申
付
た
る
事
も
な
し
、
長
袖
の
身
と
申
、
中
々
申
付
候
共
、
不

可
承
引
事
に
て
候
、
と
色
々
御
返
事
候
へ
共
、
年
来
無
等
閑
一
申
承
聞
の
事
に
て
候
へ
ば
、

此
時
御
合
力
可
為
満
足
と
種
々
一
様
々
の
申
さ
れ
事
に
て
侍
し
に
、
中
々
此
儀
に
限
て
、

一
向
長
袖
の
身
に
て
き
様
の
事
難
申
付
候
曲
、
再
三
仰
候
へ
共
、
前
住
蓮
如
御
時
よ
り

甚
深
に
申
談
事
に
て
候
へ
ハ
、
加
様
の
折
節
に
て
こ
そ
候
へ
、
被
仰
付
候
て
給
候
へ
、

と
か
さ
ね
／
＼
数
日
申
さ
せ
給
侍
し
か
と
も
、
堅
而
退
御
申
候
へ
共
か
な
は
す
、
成
時

ハ
、
右
京
兆
山
科
へ
来
践
の
閥
、
大
海
へ
実
如
御
逃
候
つ
る
と
き
も
侍
し
、
又
大
津
へ

迫
か
け
て
参
ら
せ
給
ひ
候
し
程
の
体
に
て
候
閥
、
御
料
簡
な
く
て
、
摂
稼
河
内
両
国
の

坊
主
衆
御
門
徒
衆
へ
、
此
事
、
京
兆
半
将
軍
の
様
に
今
ハ
威
勢
か
き
り
な
き
人
に
て
、

然
も
御
本
寺
之
事
を
無
御
等
閑
馳
走
人
に
て
候
ヘ
ハ
、
再
三
如
此
御
劃
酌
候
へ
共
、
如

此
仰
候
閥
、
各
出
陣
候
へ
か
し
と
被
仰
出
候
へ
共
、
両
国
衆
、
い
ま
た
左
様
の
事
ハ
不

仕
付
候
へ
ハ
、
兵
具
も
な
し
、
如
何
し
て
俄
に
可
仕
候
哉
、
元
よ
り
関
山
上
人
以
来
左

様
事
当
家
に
な
き
御
事
候
、
い
か
に
右
京
兆
御
市
中
候
共
、
不
可
有
御
承
引
事
候
由
被
市
中

宇
聞
岨
喜
岡
県
宇
闘
車
塵

候
、
数
度
以
折
紙
状
等
丹
後
、
源
四
郎
被
申
遺
候
へ
共
、
両
国
衆
い
か
に
と
て
如
此
の

事
可
仕
候
哉
、
正
に
閉
山
以
来
な
き
御
事
を
可
仕
侯
哉
、
又
於
御
進
退
も
無
勿
体
候
曲
、

度
々
被
申
上
、
明
町
時
よ
り
ハ
京
兆
の
催
促
被
申
候
儀
被
仰
付
候
へ
共
、
さ
り
と
て
ハ

関
山
以
来
御
座
な
き
事
を
可
仕
侠
哉
と
て
、
終
領
納
不
被
申
候
、
政
元
よ
り
ハ
切
身
被

申
候
閥
、
不
被
及
御
料
簡
候
て
、
加
賀
園
周
郡
よ
り
千
人
欺
と
覚
候
被
召
上
、
誉
回
城

へ
被
立
候
き
、
其
後
此
儀
後
申
結
候
て
、
軽
郡
殿
御
事
ハ
蓮
如
様
御
愛
子
之
御
事
候
へ

ハ
、
御
本
寺
様
に
用
可
申
候
、
実
如
様
御
事
不
調
関
山
上
人
以
来
無
御
座
事
を
被
仰
付

と
て
、
不
可
用
候
と
申
、
御
内
仁
隣
因
坊
主
衆
等
以
遠
署
被
申
定
、
如
此
あ
り
た
る
事

候
、
然
共
宰
相
殿
更
無
其
覚
悟
事
取
持
被
申
坊
主
等
の
曲
事
ニ
な
り
て
、
五
六
人
い
ま

に
門
徒
の
被
召
放
、
無
子
孫
や
う
に
候
、
則
大
坂
殿
ヘ
ハ
源
四
郎
並
美
濠
二
百
余
人
召

具
し
下
向
の
閥
、
宰
相
殿
同
布
施
配
同
御
料
人
い
ち
ゃ
／
＼
左
衛
門
菅
［
宣
言
］

大
坂
肢
を
ハ
御
退
候
、
又
畠
山
崩
郡
守
尚
大
方
展
さ
あ
る
へ
き
事
に
あ
ら
す
と
て
、
又

大
坂
駿
へ
す
ゑ
被
申
候
き
、
雌
然
加
様
の
強
義
有
へ
か
ら
す
と
て
、
又
大
方
殿
も
宰
相

肢
も
京
都
御
退
の
事
に
て
、
三
年
，
年
牢
々
分
に
て
候
つ
る
を
、
御
比
正
尼
御
所
長
化
院

御
扱
候
て
、
山
科
へ
御
和
与
候
て
、
宰
相
殿
ハ
少
後
に
御
な
を
り
候
事
に
て
候
、
其
時

の
河
内
摂
州
衆
書
状
、
丹
州
・
源
四
郎
方
状
の
案
等
大
坂
展
よ
り
下
申
候
問
、
所
持
候

事
候
き
、

て
大
援
の
御
坊
と
堺
の
御
坊
と
ハ
宰
相
殿
実
賢
へ
御
相
続
坊
に
て
侯
を
、
堺
の
御
坊
を

ハ
、
両
所
ま
て
ハ
と
て
、
大
方
駿
蓮
能
上
御
申
候
、
大
坂
の
坊
ハ
か
り
ハ
実
賢
は
住
持

の
分
に
て
、
蓮
如
上
人
御
往
生
以
後
数
年
候
し
を
、
申
事
に
よ
り
て
被
明
候
て
、
某
後

ハ
ゃ
う
／
＼
山
科
の
御
坊
の
傍
に
南
肢
と
申
ハ
大
方
駿
宰
相
殿
御
入
候
つ
る
、
大
方
殿

永
正
十
五
年
に
御
往
生
候
て
よ
り
、
同
十
六
年
に
江
州
堅
固
の
坊
へ
実
賢
を
は
被
仰
付

住
候
［
色
々
一
道
具
以
下
ま
で
実
如
よ
り
被
仰
付
け
給
候
て
住
持
候
事
候
］
、
其
後
三
ヶ
年

過
候
て
よ
り
大
坂
肢
を
ハ
教
恩
院
と
名
つ
け
ら
れ
、
実
如
の
御
隠
居
の
所
と
被
定
侍
し
、

其
比
よ
り
円
如
ハ
本
願
寺
殿
御
住
持
分
に
世
上
の
儀
ハ
候
つ
る
、
内
儀
ハ
実
如
御
住
持

分
に
て
候
、
堺
の
坊
ハ
蓮
如
上
人
の
御
坊
に
て
、
信
証
院
と
号
せ
ら
れ
侍
し
、
其
後
中

比
堺
坊
に
は
左
衛
門
督
実
従
を
可
被
仰
付
、
と
内
々
有
増
候
し
か
と
も
、
何
と
成
覧
申

事
候
て
、
実
如
御
往
生
血
糊
ハ
、
山
城
三
栖
坊
を
被
仰
付
侍
し
か
と
も
、
終
不
住
候
、
証

如
の
御
時
牧
方
の
坊
を
仰
付
ら
れ
、
住
し
侍
る
事
也
、
子
孫
い
ま
に
こ
れ
に
あ
り
、

一
、
大
坂
一
乱
の
殉
ハ
、
芳
野
飯
貝
の
坊
に
ハ
弟
に
て
候
侍
従
一
喝
ι特
性
持
候
し
か
と
も
、

無
別
儀
候
き
、
久
宝
寺
の
坊
ハ
大
坂
ち

か
く
候
へ
ハ
、
諸
事
一
同
に
候
し
閥
、
宰
相
殿
牢
々
の
棚
も
同
前
に
牢
鑑
し
、
京
都
に
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候
し
、
其
後
各
候
て
よ
り
、
如
前
に
住
坊
の
事
に
て
候
き
、

（
お
）
「
大
谷
嫡
流
実
記
」
（
『
真
宗
史
料
集
成
」
第
七
巻
同
朋
社

下
、
出
典
は
同
じ
。

（
お
）
草
野
顕
之
「
鷺
森
別
院
蔵
「
親
鷲
・
蓮
知
連
坐
像
」
に
つ
い
て
」
『
蓮
如
上
人
研
究

会
誌
』
第
六
号
一
九
九
二
年
。
の
ち
注
（
9
）
同
氏
『
真
宗
教
団
の
地
域
と
歴
史
』

に
再
収
。

（
釘
）
注
（
1
）
金
飽
「
戦
国
時
代
の
本
願
寺
内
衆
下
関
氏
」

（
濁
）
『
真
宗
相
伝
義
書
」
別
巻
一
真
宗
大
谷
派
出
版
部
一
九
八
七
年

（
お
）
「
下
閥
系
図
」
（
注
（
お
）
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
七
巻
）
。
以
下
、
出
典
は
同
じ
。

（
却
）
注
（
7
）
也
市
土
真
宗
本
願
寺
派
「
増
補
改
訂
本
願
寺
史
」
第
一
巻

（4
）
往
（
1
）
金
龍
「
喰
園
時
代
の
本
願
寺
内
衆
下
岡
氏
」

（m
M
）
注
（
4
）
小
谷
『
畿
内
臓
困
期
守
護
と
地
域
社
会
』

（
川
崎
）
鍛
代
敏
雄
「
枚
方
寺
内
町
の
構
成
と
機
能
」
『
閏
学
院
雑
誌
』
八
六
｜
八
一
九
八

五
年

（
“
明
）
草
野
顕
之
「
順
奥
寺
と
枚
方
寺
内
町
」
（
『
講
座
蓮
如
』
第
三
巻
平
凡
社
一
九

九
七
年
）
。
の
ち
「
一
家
衆
の
地
域
的
役
割
」
と
改
題
し
、
注
（
3
）
同
『
戦
国
期

本
願
寺
教
団
史
の
研
窪
に
収
録
。

（
必
）
「
群
書
類
阜
県
』
二
十
輯
続
群
書
類
来
完
成
会
一
九
五
九
年

（
必
）
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
刊
の
「
真
宗
懐
古
紗
」
（
『
新
編
真
宗
金
書
史
伝
編
七
』

思
文
閣
一
九
七
六
年
）
の
「
堺
之
御
坊
御
建
立
」
で
は
「
道
顕
ノ
寄
附
セ
ラ
レ
タ
ル

堺
北
ノ
庄
ノ
御
敷
地
ニ
御
留
守
居
ヲ
置
セ
ラ
レ
テ
、
後
ハ
上
人
モ
折
々
御
越
ナ
サ
レ
、

（
中
略
）
、
幸
或
寺
ノ
境
内
ニ
、
一
ツ
ノ
無
住
ノ
空
坊
ア
リ
シ
ヲ
買
求
メ
、
北
ノ
庄

ノ
御
敷
地
ヘ
引
置
サ
レ
タ
レ
パ
、
御
坊
ノ
御
盤
目
諮
問
、
凡
ソ
四
五
十
日
計
ニ
御
成
就
シ

給
ヒ
ケ
ル
、
而
シ
テ
阿
弥
陀
如
来
（
中
略
）
ヲ
御
坊
ノ
本
尊
ト
ナ
サ
レ
、
御
自
身
ノ

院
号
ヲ
当
坊
へ
名
附
ラ
レ
テ
、
此
ノ
御
坊
ヲ
信
証
院
ト
ゾ
申
シ
ケ
ル
、
又
ハ
樫
木
屋

ノ
御
坊
ト
モ
申
シ
ケ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
蓮
如
が
晩
年
、
堺
を
し
ば
し
ば
訪
れ

た
犠
子
は
「
空
善
問
書
」
な
ど
で
確
認
で
き
る
。

（C
）
「
堺
市
史
史
料
」
堺
市
立
中
央
園
書
館
蔵

通
）
「
証
如
宗
主
御
葬
礼
弁
諸
年
忌
記
」
『
新
修
大
阪
市
史
史
料
編
』
第
5
巻
大
坂
城

編
大
阪
市
一
一

O
O六
年

（
勾
）
草
野
顕
之
「
史
料
紹
介
「
永
禄
六
年
顕
如
堺
御
成
記
』
」

『寺
内
町
研
究
」

6
号

一
九
人
二
一
年
）
。
以

0
0一
プ
年
。
の
ち
注
（
9
）
同
氏
『
真
宗
教
団
の
地
域
と
歴
史
」
に
再
収
。

（
回
）
『
岸
和
岡
市
史
」
第
2
巻
古
代
・
中
世
編
岸
和
岡
市
一
九
九
六
年

（
日
）
寛
政
人
（
一
七
九
六
）
年
刊

『和
泉
名
所
図
会
」
（
柳
原
書
店
一
九
七
六
年
）

（
毘
）
大
海
研
一
「
泉
州
の
な
か
の
貝
塚
巌
泉
寺
」
『
貝
塚
恵
泉
寺
と
泉
州
堺
』
堺
市
博
物

館

三

O
O七
年

（
臼
）
「
証
如
上
人
紀
州
下
向
記
写
」
（
覚
円
寺
文
書
『
和
歌
山
県
史
中
世
史
料
二
』
和
歌

山
県
一
九
八
三
年
）
。
以
下
、
出
典
は
同
じ
。

（
弘
）
慶
長
一
五
年
卯
月
十
四
日
付
「
乍
恐
申
上
侯
事
」
（
願
泉
寺
歳
、
『
貝
塚
市
史
』
第

三
巻
）
に
「
か
い
つ
か
ヨ
リ
堺
ま
で
舟
渡
し
之
事
、
む
か
し
さ
こ
や
藤
右
衛
門
股
御

坊
御
取
立
之
時
、
こ
ん
た
や
と
申
入
過
分
ニ
取
替
被
仕
候
付
、
堺
へ
の
渡
し
こ
ん
た

や
被
召
候
」
と
あ
る
。

（
珂
）
「
原
本
信
長
記
」
天
正
五
年
（
「
新
修
泉
佐
野
市
史
4
史
料
編
古
代
・
中
世
1
」
泉

佐
野
市
二

O
O四
年
）

（
弱
）
（
天
正
六
年
）
九
月
二
六
日
「
下
関
頼
廉
書
状
」
（
注
（
臼
）
『
和
歌
山
県
史
中
世

史
料
三
』
鷺
森
別
院
文
書
）

（
町
）
『
寺
内
町
研
究
」
創
刊
号
一
九
九
五
年

（
国
）
注
（
崎
）
『
田
尻
町
史
歴
史
編
」

（
回
）
定
専
坊
に
は
赤
松
氏
の
一
族
で
摂
樟
固
有
馬
郡
を
支
配
し
た
有
馬
村
秀
か
ら
の
書
状

も
伝
来
し
て
お
り
、
両
者
に
音
信
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
西
摂
か
ら

東
播
に
か
け
て
の
地
棋
に
定
専
坊
が
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
は
こ
こ
か
ら
も

わ
か
る
。
明
石
祐
行
害
状
・
有
馬
村
秀
害
状
は
『
特
別
陳
列
大
阪
市
内
真
宗
寺
院
の

遺
宝
』
（
大
阪
市
立
博
物
館
一
九
九
一
一
一
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
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【
付
記
】史
料
調
査
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
定
専
坊
様
に
は
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
大
阪
歴
史
博
物
館
）


